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南
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撫；、
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博

内

繕緑町 E

－銀分分鋭

機銀銭撫

語使指指．使言

＠揮揮の

請のの制
減効由度 I

呆＊

I I 

緒

会
軍
強
襲
。
下
に
舟
に
尉
れ
去
ら
ん
と
す
る
大
慶
に
も
似
た
宋
の
天
下
を
支
え
、
東
南
半
聾
の
地
に
撮
っ
て
駐
稜
を
懐
寝
せ
ん
と
し
た
南
宋

の
建
圏
は
他
の
諸
朝
の
開
基
に
比
し
て
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
蓋
難
。
大
事
業
で
あ
っ
た
。
議
月
と
共
に
募
る
金
寧
の
侵
暴
、
園
家
秩
序
D
全
面
的

崩
壊
、
生
産
D
破
壊
、
群
盗
白
調
漫
等
、
打
重
注
る
悪
傑
件
を
克
服
し
て
と
に
も
か
く
に
も
甫
宋
百
五
十
年
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
苦
心
D
跡

は
各
方
面
に
瀬
署
に
窺
わ
れ
る
が
‘
そ
う
し
た
苦
心
を
訴
す
｝
輔
の
諸
施
策
中
広
在
っ
て
特
に
吾
入
の
詮
闘
を
惹
く
D
は
鎮
撫
使
の
問
題
で
あ

陸
1

る
。
鎮
撫
使
は
北
東
時
代
に
は
無
〈
、
又
甫
宋
で
も
そ
の
極
初
盤
年
聞
に
限
っ
て
治
か
れ
た
も
の
で
、
明
が
に
創
業
期
D
一
時
的
経
過
的
意
義
一
一

を
も
っ
た
使
職
で
あ
る
が
、
然
も
そ
の
甫
宋
建
闘
の
過
程
に
於
い
て
果
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
寧
る
鎮
撫
使
を
無
調
し

t

s

甫
采
の
建
闘
を
理
解
す
る
と
左
は
不
可
能
と
云
う
も
過
言
で
怠
い
。
本
稿
は
曲
。
鎮
撫
使
を
南
宋
建
圏
実
白
立
場
か
ら
考
察
吐
ん
と
し
て
一
組
み
c

言
J

爾

来

銭
様

使

貴彦

ヲぇ
ヨ王



議

栄

鎮

f

藤

俊

考

一

－立

τた
も
＠
で
、
以
fu
大
方
町
り
御
批
判
左
側
々
戎
第
で
あ
る
。

睡

－

e

t
朱
見
咽
曾
宗
注
目
紺
・
霊
平
霊
ー
ハ
一
－
一
－
一
一
一
υ
十
一
一
周
精
子
の
傑

に
「
以
李
金
属
施
傑
暗
中
寧
節
度
俊
定
金
吾
街
よ
勝
一
箪
京
東
路
銀
撫
副
使
」
k

あ
り
、
闘
嘩
宵
吋
畑
農
家
本
総
・
成
語
半
年
三
二
七
回
〉
四
月
戊
午
の

1

・

持
大

僚
に
「
以
民
文
編
銘
常
徳
・
辰
・
玩
・
沼
・
縛
五
－
都
品
購
燦
健
組
問
揖
州

F

と
あ
る
知
《
商
宋
末
期
に
鎮
撫
伎
の
名
は
散
見
す
る
が
き
本
稿
に
幅
削
爾

鎮
撫
使
と
撮
容
に
は
等
b
か
ら
ず
．
、
従
づ
て
本
橋
で
は
取
上
げ
な
い
ζ
，4

と
と
じ
た
。

IJ
銭

’

撫

使

の

制

度

鎮
撫
使
D
制
度
を
究
明
す
る
に
嘗
り
最
好
の
費
一
料
一
と
な
る
の
は
宋
曾
要
稿
職
官
羽
鎮
撫
使
建
炎
四
年
五
月
二
十
二
日
の
俸
の
記
事
で
‘
麟

一
る
長
文
で
あ
る
が
、
本
研
免
の
基
礎
と
怠
る
の
で
麺
賞
裁
断
し
て
主
に
掲
載
す
匂
叫

＼
 

1

諸
鎮
帥
医
。
乞
以
鎮
撫
使
露
名
。

2

欲
。
鰐
京
畿
・
，
湖
北
・
准
甫
・
京
束
・
京
西
州
軍
。
並
八
町
震
鎮
。
其
除
西
・
四
川
・
江
南
・
雨
断
・
湖
南
・
陪
建
・
ニ
鹿
路
。
並
何
奮
制
B
i

S

諸
鎮
。
除
茶
塩
之
利
園
家
犬
計
所
繋
前
入
並
蹄
朝
廷
及
依
奮
制
提
拳
宮
外
1

其
飴
監
司
並
罷
。

4

所
有
財
賦
。
除
上
供
銭
吊
等
合
部
敷
設
納
典
槽
菟
三
年
。
其
飴
並
購
本
鎮
帥
匡
移
用
。
更
不
純
朝
廷
躍
副
。
．
＼

L

5

管
内
州
廓
官
。
並
許
酔
置
一
ω

内
知
・
遁
・
令
・
帥
巨
具
名
畔
奏
。
朝
廷
審
度
除
授
。
共
官
吏
廉
汗
勤
惰
並
許
按
察
升
瓢
。

E

6

所
管
内
州
軍
並
璃
節
制
。
遇
寧
興
。
許
以
便
宜
従
事
。

7

其
帥
臣
0

．

不

因

朝

廷

召

摺

。

夏

不

除

代

。

如

能

拝

禦

外

露

。

顕

立

大

功

。

営

議

特

許

世

襲

唱

・

・

‘

右
は
鎮
撫
一
使
。
創
設
を
偉
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
イ
先
予
此
れ
に
よ
っ
て
承
使
が
甫
宋
建
国
後
四
年
自
に
早
く
も
設
置
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ド
’

る
と
と
を
知
り
得
る
が
、
年
代
的
考
察
は
暫
〈
措
い
て
、
制
度
の
内
容
よ
り
論
買
を
進
め
る
。

鎮
撫
使
は
鎮
の
長
官
の
一
般
稽
呼
で
あ
る
（
耕
一
）
J

即
ち
鎮
撫
使
の
所
管
は
鎮
で
あ
っ
た
。
市
し

τ此
所
に
云
う
鎮
と
は
地
問
的
に
は
概
ね



1 へ

敷
府
州
軍
よ

P
構
成
せ
ら
れ
て
．
い
た
（
錦
繍
）
。
個
々
の
鎮
撫
使
。
除
任
欝

1
2
Z於
け
る
正
式
泊
費
時
は
、
例
え
ば
「
楚
・
酒
州
・
漣
水
軍
鎮

撫
使
知
楚
州
越
立
」
の
如
く
、
「
某
府
・
州
・
軍
鎮
撫
使
」
・
で
あ
っ
た
。
宵
鎮
撫
穫
は
そ
の
領
治
せ
る
府
州
の
長
官
を
必
・
ヂ
自
ら
乗
任
す
る
と

と
と
な
っ
て
い
た
。
上
描
「
知
楚
州
」
の
例
が
示
す
「
知
某
府
・
州
」
の
何
が
諦
加
せ
ら
れ
て
い
る
＠
は
此
の
乗
任
を
示
し
た
も
D
で
あ
る
。柿町

・
a
F

鎮
撫
使
は
時
に
「
帥
臣
」
怠
る
別
掘
調
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
帥
匿
と
は
元
来
は
北
宋
以
来
存
在
し

I
安
撫
伎
を
指
し
た
も
D
で
あ
る
か
色
、

a）
、

と

と

に

爾

者

の

闘

係

が

一

臆

問

題

と

な

る

が

割

愛

す

る

。

、

二

鎮
撫
使
。
そ
の
所
管
、
即
ち
鎮
に
謝
す
る
櫨
限
は
北
宋
以
来
そ
の
比
を
見
ね
強
大
な
も
D
で
あ
っ
た
。
元
京
宋
で
は
地
方
最
高
直
劃
た
る
路

に
帥
・
漕
・
憲
・
倉
の
四
司
（
需
主
）
を
言
、
委
長
官
を
聞
し
て
路
の
行
政
を
分
隼
せ
し
め
て
い
海
帥
と
は
安
撫
司
（
欝
安
）
で
軍
事

を
、
漕
と
は
韓
運
司
で
財
政
b
也
、
憲
と
は
提
騎
刑
獄
司
で
獄
訟
裁
判
を
、
倉
と
は
提
拳
常
卒
茶
塩
司
で
常
卒
専
貰
等
を
管
掌
し
、
一
路
白
金
構
・
・
守

を
一
身
に
集
中
せ
し
め
な
い
組
織
を
と
っ
て
い
た
o
，
所
が
鎮
に
於
い
て
は
茶
塩
D
提
拳
官
。
み
捜
し
て
他
の
盤
司
を
一
切
鹿
止
し
、
た
の
で
あ
る

か
ら
（
勝
三
）
そ
れ
ら
の
樺
職
は
必
然
的
に
鎮
撫
使
に
揮
し
光
わ
げ
一
、
と
と
に
鎮
撫
使
は
一
鎮
の
殆
ん
E
金
曜
ど
掌
一
睡
し
た
の
で
あ
る
。

’
鎮
内
で
牧
刊
の
に
財
入
は
所
定
D
上
供
（
併
央
）
を
港
付
す
る
外
、
そ
の
俸
は
す
ペ
て
自
由
使
用
を
認
め
ー
た
規
定
（
勝
四
）
漫
に
管
内
官
吏
の
按
癖

昇
降
・
邑
ず
認
め
た
規
定
（
嚇
五
）
、
情
勢
に
よ
る
動
員
・
興
兵

2
2認
め
た
規
定
（
静
六
）
時
は
何
れ
も
諸
雪
量
止
に
よ
っ
て
賞

撚
鎮
撫
使
に
蹄
し
た
樺
限
を
具
体
的
に
列
奉
し
た
も
白
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
て
鎮
撫
使
は
鎮
内
白
兵
民
財
三
樺
を
悉
く
賦
典
せ
ら
れ
た
の
み
な

ら
歩
、
更
に
そ
の
身
分
を
保
護
せ
ら
れ
、
功
績
如
何
に
よ
っ
て
は
世
襲
さ
え
も
認
め
ら
れ
る
に
と
と
な
り
議
セ
）
、
f

そ
白
賞
樫
は
唐
五
代
に
瞬

横
践
属
を
以
て
知
ら
れ
た
審
鎮
白
再
現
に
外
注
ら
ぬ
も
D
で
あ
っ
た
U

而
じ
て
此
D
藩
鎮
の
再
現
は
鎮
撫
使
の
設
置
に
際
し
て
此
れ
を
断
行
し

”nam
－
 

－
た
甫
宋
首
鵬
6

部
が
明
か
に
意
識
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
即
ち
鎮
撫
使
D
設
置
、
所
謂
分
鎮
指
揮
に
際
し
て
D
詔
に
－

f

詔
目
。
周
建
侯
邦
。
’
四
固
有
藩
垣
之
助
。
唐
分
藩
鎮
。
北
議
無
夷
秋
之
虞
。
一
宮
云
。

と
て
そ
の
宮
b
私
自
ら
宣
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
ロ
但
し
唐
五
代
の
如
く
v

此
れ
を
圏
内
陀
普
《
設
置
し
圏
内
D
統
治
組
織
を
鎮
撫
使
瞳
制
に
統
↑

‘
商
，
宋

撫

’鎮

使

考

六
七

一



商

、

朱

鎮

撫

使

考

六
八

一
し
た
の
で
は
注
く
、
此
所
に
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
。
戎
に
そ
の
列
置
地
域
及
一
ぴ
壊
の
大
謹
白
規
模
を
考
え
、
常
そ
れ
に
櫛
闘
し
て
鎮
操
使

存
在
。
時
期
に
就
い
て
一
一
一
貫
す
る
。

党
合
y
各
鎮
の
所
領
と
そ
の
置
康
を
ま
と
め
て
一
示
ず
に
衰
A
の
如
く
で
あ
る
。
本
表
に
よ
、
る
に
、

ω諾
鎮
は
建
炎
四
年
の
五
月
・
六
月
に
大
部

h

陸
7

鎮

撫

表

表
A 

使

置

緩

西 帯主 路 東 普主 分路

発会会合盛和 企激海楚会承認証主 管
州洞、 州｝．． 

州州
資 濠・州 揚泰

春欝無f誇 - 在陽主 漣7.K 
天
長

域
列！右右右府軍 右州軍軍右軍外l州

央胡郭豆李越 告書］認j李越玉，苦手郭岳 使

ま羽 彊｜捗主モー偉モー享φー伸 線 ←彦←仲
者

線位先立林慶威飛 名

建炎E豆＝ 絢奥ご2紹奥二 奥紹二 不 建炎四
建炎建炎 建建不建建建 除
炎炎 炎炎 1 炎

凶四四四年 四四年凶 任
握手年d年年 孟手 年年年 年年

年
五士十一 五 六五五五 五六七

万月月月詳月 月月月月詳月．月月
月

主炎主 紹輿 紹輿 紹輿 建炎 紹輿 建炎 建炎 I炎E建炎 建炎 建炎 紹興 建炎 改
問コココ四三 限四四四 PJi 四．元四 任
年年：年年年年 年年年年年年年年

八一十十十四 九六九ハ月 九八五士
在手

月月見月月月 月月月 月月月月
月

路 南 西 京 路北西京 路 ヰb 湖 路
分

金 金均 企 会部升・l褒陽府
察華美l慣企・河

辰 卿 州・荊南府軍漢陽徳安府 管%1昌 唐南
府 州府 況 ． 荊門

． ． 唐 ． ri ・ 
房 登： 準寧

霊 靖 公隠復
． ． 安・

域
右州右右 階 州 府右 'lk 州州箪峡州

玉吉Z李桑 i陳 牛 J罵程程 孔稜解陳 使
之 ←←求

皐長理容 稼←興 彦舟 t寓昌 潜1規 者彦才横イ中道 名

岨建炎 不 エ紹興 建炎閲 不 紹興 建炎，奥紹 建炎 不建炎建炎建炎 除

三凶三凶 凶四民 任

きヂTT赴 年年年年 、赴年年年
ご．六、五五

銀 六月〆六月 チ月： 
年

月銀月月綴 月月月月
月

紹 紹紹 紹建t札,:: 紹 紹 紹紹紹紹 改奥 輿奥 奥奥奥 興奥奥奥
王L ー一一 一 三四三コ 元五三二 任
年 年，年 年年年年 年年年年

四 ＋三 四十八三 IE 四回大
年

月 月月 月河月月 月ー月、月月
万



、主

一

一

好
J

斬
（
光
l

責
話
一
挙
一
成
一
建
炎
惚
年
五
月
一
紹
興
一
万
年
五
月
一
蹴
一
商
・
貌
刊
一
資
先
一
貫
一
一
ニ
士
一
月
一
紹
興
＝
一
年
四
月
一

一
路
一
鋒
・
ー
斬
州
一
張
E

周
一
紹
奥
元
年
五
月
一
紹
興
元
年
八
月
「
引
↓
州
割
引
引
ち
正
式
削
削
制
矧
叫
割
引
叫
引
制
刷
割
引
州
倒
割
判
『
制
l
一

一
民
一
宮
ソ

l

E

j
一
』
↑

J

一
i
d－－
J

J

J

一
i
j
二

a
f
J
J
一
一
備
一
一
川
間
ヤ
：
1
－
E
F
F
E
E
F
1
G
Z
J
G
4
a
J
2
4
1
8
宣
」
－
者
一

一
一
斬
・
曲
目
ー
州
一
孔
彦
舟
一
紹
興
一
河
一
年
八
月
一
一
紹
興
一
一
伝
六
月
一
号
一
初
、
－

E
林

i
E
亭
・
郭
偉
M
W

主
管
銀
撫
使
公
事
で
一
階
級
低
い
。
↑
一

回

一

一

i

i

一

巴

一

e

＝
事
一
は
交
帯
主
一
示
す
o

i

l

！

i

l

A
I
が
設
置
さ
れ
た
一
が
、
炎
・
紹
の
交
、
紹
興
一
三
年
、
紹
興
五
年
D
三
期
、
就
中
第
二
期
た
る
詔
興
三
年
起
に
早
く
も
そ
白
過
半
タ
摘
減
し
℃
hw

hv
、
そ
の
存
在
期
聞
の
極
め
て
短
か
か
っ
た
事
ア
助
諸
鎮
の
管
域
は
ニ
乃
至
五
府
＠
州
・
軍
、
平
均
し
て
二
・
三
府
・
州
・
一
軍
と
な
り
、
権
限

は
極
度
に
大
き
か
っ
た
鎮
撫
使
も
そ
O
管
域
は
概
し
て
狭
く
、
後
謹
の
安
撫
使
広
比
し
て
遠
く
懸
結
L
て
い
た
事
、
何
分
鎮
地
域
は
嘗
時
。

栄
・
金
抗
争
線
上
に
帯
献
に
績
が
る
地
域
、
即
ち
雨
浩
・
京
西
・
湖
北
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
合
計
七
府
・
三
七
州
・
六
寧
を
以
て
十
八
鋸

街
雄
日
一
一
郎
一
四
4
ぃ
）
宇
治
き
、
そ
の
他
白
地
域
は
旧
制
の
偉
で
あ
っ
た
事
。

ω
鋸
帥
の
ニ
代
以
上
糟
襲
せ
る
も
の
は
六
で
、
会
棋
の
三
分
一

に
過
ぎ
守
、
式
部
分
の
鎮
が
初
代
で
終
り
、
殊
に
世
襲
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
僅
か
ニ
鎮
に
過
ぎ
・
な
か
っ
た
こ
と
等
、
極
め
て
重
要
な
諸
事
賓

を
知
り
得
る
o

’

決
に
問
題
と
な
る
の
は
鎮
撫
使
の
任
用
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
鎮
撫
使
各
個
人
の
前
匪
を
調
菟
整
理
し
て
一
示
す
に
B
表
の
如
く
で
あ
る
。
本
表

を
遁
観
す
る
に
、
鎮
撫
使
D
出
身
は
賊
・
潰
持
。
土
豪
・
揮
官
・
官
吏
・
軍
将
等
極
め
て
雑
多
で
‘
そ
O
任
用
に
除
官
費
や
身
分
等
の
形
式
的

表
B

鎮
撫
使
家
屋
表
門
初
代
銀
撫
使
、
建
炎
中
除
任
の
も
の
の
み
）

鎮
撫
‘
使
一
前
身
一
一
印
刷

M
一

間

約

一

勢

力

形

態

陸

S

一

一

一

招

安

主

受

け

承

州

に

成

す

慶

一

賊

一

建

炎

三

年

二

月

一

家

二

偽

一

一

一

知

楚

州

管

内

安

撫

使

邑

な

立
一
官
吏
一
建
炎
四
年
泰
一
る
、
曹
長
一
高

一

－

・

↑

犠

知

濠

州

と

な

る

、

西

北

位
一
土
豪
一
建
炎
三
年
十
一
月
一
の
人
を
招
じ
て
勢
虚

醇

央

勝実官｜身

建建建
炎炎炎
閥元四
年年年

五五

月 i 月

二鶏守知様
子荷量奨徳知
安に安光
撫:;tJ府州 lカ
侠あとと 1
主りなな
なるる
る
‘以
来＊

南

米

鎮

撫

使

考．

鎮

撫

俊

一

前

揚
一
橋

規
一
官

融
市
一
箪

任
地
に
勢
力

を

得

た

時

期

勢

形

態

越

隙

劉

解

大a



南

朱

鎮

撫

使

考

斗子、〉

，

李 李越李岳部

彦 イ中

成 f申 i需主 先 飛成

賊賊 捺 議 軍潰

営 骨守勝完守

建炎 建 重炎量 建炎 建炎

四
ー炎
四 4凶f 年四虐手 四 年

一由 主手 軍手 九六

月 春 頃 月 月

高官予る准五和得、散離の漸民す主炎l! 
州西月州 意｛
r.:: の知に衆ゑ志な泰、三
入 五和州人り数千集 州来年
る 冠 めしにー末
、 主，l:c金滅《、入寓よ

後衆十
しな人 る P
てるを 勢 も 商漸
知 撃力 守

余 ら棒 を 量耳 －を

J篤 五 桑程程

長 昌

喜容 量ま 仲 興 寓

事葬 軍 賎 土 官

官 持守 家 重Z

建炎 建炎 建炎 北 建炎

ニ，四二宋四
年年年靖年

、二五士康五

月 月 月 求 月

能望擦書 な知Eるr京西す河入裏州よ芸る会 南る
州 t?IJ 府、

府 兼な妓近来品
と 金るす傍
な 彦、ベ に千下
る
安泰士余寓十鍍援ての 重 、撫 き鼎
使~ f選
主 なに

締
柿

M
a
g

左
制
限
は
全
然
な
く
、
賊
魁
・
武
騎
・
豪
民
等
何
れ
に
せ
よ
、
従
前
巳
に
何
等
か
の
形
で
鎮
地
に
棋
を
張
ヲ
て
い
た
現
賓
の
勢
力
が
専
ら
任
用

せ
ら
れ
た
と
と
を
知
る
。
現
賓
の
勢
力
に
基
準
を
な
い
で
任
用
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
そ
の
出
身
情
一
雑
多
と
な
っ
て
い
る
の
は
宋
朝
側
で
鎮
撫

使
を
選
ぶ
際
、
そ
れ
等
既
存
の
勢
力
を
鎮
撫
伎
な
る
宋
朝
間
顕
職
に
提
え
る
こ
と
に
よ
り
、
此
れ
を
朝
廷
側
勢
力
と
し
て
吸
牧
・
利
用
せ
ん
と

じ
た
も
白
で
あ
る
と
と
を
示
し
、
此
所
に
分
鋸
指
揮
の
主
た
る
意
圏
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
の
推
測
が
抱
か
れ
る
の
で
あ
る
。

唐
五
代
、
の
藩
鎮
は
そ
の
封
域
内
に
領
主
的
勢
力
を
打
樹
て
、
反
中
央
的
活
動
賞
括
漉
に
展
開
し
て
圏
家
不
安
定
の
悶
を
な
し
、
｛
木
朝
は
此
の

前
轍
に
懲
り
て
極
力
地
方
機
闘
の
様
限
機
大
を
抑
え
強
斡
弱
校
を
以
て
建
園
以
来
の
最
大
圏
是
と
し
て
来
た
。
然
る
に
今
や
謝
金
非
常
D
措
憧

t
し
て
敢
て
組
法
を
無
闘
す
る
藩
鎮
再
現
D
策
を
採
り
鎮
撫
使
を
た
い
た
口
そ
の
結
果
と
し
て
彼
等
白
部
内
に
封
ず
る
勢
力
の
侵
透
と
そ
れ
を

墓
盤
と
す
る
活
動
の
万
向
乃
至
性
格
と
白
川
問
題
と
な
る
は
云
わ
歩
し
て
明
か
で
あ
る
う
。
そ
う
し
た
現
賞
。
動
き
に
就
い
’
て
は
改
め
て
後
越
す

る。
以
上
を
要
す
る
に
鎮
撫
使
制
度
と
は
南
宋
D
初
期
に
政
府
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
た
藩
鎮
制
度
の
復
活
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
を
な
す
割
蟻
勢

カ
，
は
既
に
先
在
し
、
政
府
が
そ
れ
そ
合
法
化
し
て
利
用
せ
ん
と
し
た
所
に
と
D
制
度
樹
立
の
意
味
が
あ
っ
た
と
一
宮
え
る
ら
然
ら
ぽ
何
故
反
中
央



9 

睦

iz守

1

三
朝
北
盟
曾
編
、
］
J

四
建
炎
随
時
六
月
十
一
日
保
、
建
炎
除
来
梁
年
要
録

三
同
年
五
月
甲
駅
僚
に
も
見
え
、
そ
れ
等
を
併
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

・

建
炎
以
来
朝
野
雑
飽
甲
集
↑
官
制
－
一
安
撫
使
の
頃
に
「
安
撫
使
奮
都
帥

匿
’
一
と
あ
り
、
仰
宋
史
ト
六
勝
官
志
纏
崎
安
撫
使
の
項
に
詳
記
。

朱
由
民
↑
六
職
官
官
曲
。
．

J

形
式
的
に
は
任
免
の
僻
令
を
中
央
で
出
す
が
、
．
申
請
纏
怯
鎮
撫
伎
が
有

し
然
も
比
の
申
蹄
が
事
質
上
任
免
で
あ
る
と
k
を
認
め
る
制
度
、
具
体

例
は
宋
舎
一
袈
稿
・
選
事
一
一
一
勝
目
撃
の
項
に
集
見
せ
ら
れ
る
外
、
各
書
に
額

｝
見
ず
る
’
＠

便
宜
行
事
機
は
軍
事
商
以
外
に
も
幅
四
《
活
用
せ
ら
れ
た
様
で
②
る
が
、

的
危
険
性
を
有
っ
た
割
繍
勢
力
を
、
・
敢
て
観
法
を
破
っ
て
誼
合
法
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。

軍
事
面
が
根
幹
を
な
し
て
い
た
も
の
主
恩
わ
れ
る
。
静
細
は
衆
舎
要
稿
ぃ

・
兵
叶
「
便
宜
行
事
」
の
項
参
照
。

；

－

 

6

繋
年
臨
ん
録
一
言
炎
四
年
五
月
甲
子
僚
、
朱
重
要
稿
職
官
一
」
鎮
撫
使
、
肉

年
月
骨
脇
陣
O

T

繋
年
要
録
、
＝
一
朝
北
盛
合
同
線
、
来
合
同
要
稿
・
職
官
一
一
安
撫
使
・
宋
奥
賞
。

宗
本
総
等
の
諸
寄
に
擦
る
。
以
下
掲
載
り
表
も
特
に
断
り
な
き
揚
舎
は

す
べ
て
以
上
の
賭
警
に
依
援
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
8

勢
力
形
態
の
中
の
部
品
部
の
数
に
踊
し
て
は
多
少
問
題
が
あ
る
が
、
そ
の

詳
細
な
脇
陣
明
は
略
し
、
と
と
で
は
所
俸
に
記
さ
れ
た
も
の
の
歩
概
敏
之

し
て
事
げ
る
乙
と
邑
し
た
。

彼
等
が
勢
力
を
獲
た
趨
程
の
詳
細
一
一
つ
い
て
は
後
日
の
更
放
に
競
る
。

品
川
銭
－
指
揮

疾
風
枯
葉
j

を
捲
く
勢
を
以
て
侵
入
し
た
金
軍
は
、
欽
患
の
晴
康
元
年
ハ
一
一
一
一
六
》
同
十
一
月
首
都
開
封
府
を
陥
れ
、
北
宋
百
五
十
年
の
世
稜
は

E
－
 

一
奉
に
し
て
甑
覆
し
た
。
食
を
北
宋
に
伺
い
で
い
た
文
武
百
官
を
初
め
百
寓
り
国
軍
将
兵
は
忽
ち
蹄
趨
を
失
ヲ
て
或
は
蚤
と
な
札
．
、
或
は
調
護

陸
軍

に
侵
漁
を
惑
に
し
て
地
方
を
援
し
、
天
下
は
牧
拾
す
可
か
ら
ぎ
る
大
混
飢
に
陥
っ
た
。
た
ま
た
ま
河
北
相
州
に
あ
っ
℃
危
く
北
行
の
難
を
菟
れ

た
欽
宗
の
弟
康
王
凶
品
、
直
ち
に
大
元
帥
府
を
そ
白
地
に
聞
き
、
駐
稜
復
興
の
中
心
と
な
っ
た
が
、
金
人
の
勢
を
さ
げ
て
南
下
し
、
翌
年
五
月
、

京
束
。
臆
｝
穴
府
に
於
い
て
即
位
し
、
年
臓
を
建
炎
と
改
め
た
。
即
ち
高
宗
で
あ
る
。
南
宋
の
第
一
歩
は
此
所
に
踏
み
出
さ
れ
た
が
、
金
人
の
説

曜
は
今
度
は
高
告
訴
に
集
中
し
て
一
居
激
し
く
託
っ
た
D
で
、
南
宋
の
前
謹
は
誠
に
曙
糖
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宋
朝
再
建
蓮
動
白
樺
展
は
金
寧
ぷ

農
冠
の
一
一
張
一
弛
に

K
9
て
直
ち
に
大
き
く
左
右
せ
ら
れ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
白
で
あ
る
Q

そ
と
で
先
4
7
高
宋
即
位
よ
り
建
長
四
年
語
の
金
ゑ

e

甫

釆

鎮

撫

使

’

考

’

・

』

2 3 4 5 

I[ 

の

由
来

司、



務

来

鎮

撫

使－

考

( 

七一一

の
侵
入
肱
態
を
表
示
す
る
に
表
C
O
如
く
で
あ
る
。
建
炎
米
迄
D
表
示
に
認
め
た
の
は
、
翌
紹
興
以
後
は
か
か
る
犬
侵
入
は
な
く
、
散
霊
的
な

小
規
模
の
侵
入
に
止
ま
り
、
犬
瞳
浩
河
の
線
を
以
て
雨
者
伯
仲
の
封
立
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
金
の
劃
宋
政
策
は
炎
・
紹
の
交
を
期
し
て
大

侵

表一

C

金

人

窓

議

、日

冠

↓
河
南
府
ハ

7
n
v↓
節
州
こ
－
U
）
↓
放
州
（
一
－
UMrψ
郵
州
2
7
l
v＋
均
州
公
一
・
1
V↓
茶
州
三
一
・
2
）
↓
隣
州
2
7
2
）
↓
北
勝
・

↓
檎
門
に
ぜ
渡
相
史
了
四
）
↓
同
州
（
了
臼
）
↓
長
安
三
一
・
1
）
↓
鼠
朔
府
三
一
・
1
〉
↓
秦
州
2
7
1
M
L東
陽

濃

川

〆

’

一

↓
棚
一
畑
府
二
一
－

u
u↓
東
卒
府
（
一
一
－

uv↓
大
名
府
〈
一
一
－

m
y時間
以
一
一
一
一
日
…
↓
楚
州
ー
た
一
一
・
2
）
↓
天
長
田
且
↓
揚
…
州
（
一
－
一
・
2
）
↓
北
館

侵

府

州

軍

名

分

類

l 

a 

J 

b. 

I 車

↓
馬
家
渡
に
て
波
江
（
三
－

n
v↓
康
徳
軍
全
一
－
M
）
↓
杭
州
全
一
－
U
〉
↓
越
州
（
＝
一
－
U
）
↓
明
州
（
四
・
1
〉
↓
杭
州
（
四
・
2
）
↓
努
州
（
四
・
2
J

↓
苓
江
府
ハ
四
・
2
V↓
営
州
〈
囚
・
8
）
↓
北
野

JI 

b 

官
州

↓
国
時
春
府
同
一
ニ
・
印
）
↓
賛
州
（
三
－

mv↓
渡
江
↓
洪
州
（
一
ニ
・
ゆ
）
↓
臨
江
軍
〈
三
・
引
｝
↓
実
州
ハ
一
ニ
・
日
〉
↓
潔
州
（
四
・
1
〉
↓
荊
門
寧
↓
北
ー
一

撫
刷
矧

備

考

一
分
類
の
ロ

l
T
薮
穿
は
年
度
別
、

a
－
b
は
軍
別

一
大
勢
を
知
る
目
的
に
は
役
立
つ
。

r、

〉
内
の
数
字
は
す
べ
て
建
炎
の
年
・
月
を
表
す
。
多
少
の
股
落
は
あ
ろ
う
が

陣ほ’
e

轄
換
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
建
炎
四
年
九
月
、
金
制
一
漢
人
劉
暗
捕
を
操
っ
て
旧
宋
京
東
路
地
域
に
子
園
「
祷
」
を
建
設
し
、
占
領
地
盤
替
に
乗
出

し
て
い
る
の
は
、
犬
侯
患
の
停
止
と
相
表
裏
し
て
政
策

ρ轄
換
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
口
此
の
建
炎
年
閣
の
侵
冠
去
を
通
観
し
て
知
り
得
る
事

は
、
判
金
の
攻
撃
は
秋
冬
期
に
限
ら
れ
、
夏
期
に
は
必
宇
引
揚
げ
、
連
績
的
で
な
い
と
と
。

ω侵
冠
の
回
を
重
ね
る
に
連
れ
そ
の
範
圏
が
南

に
延
び
ィ
還
に
長
江
を
越
え
て
所
東
の
明
州
、
江
西
の
士
ロ
州
等
に
誼
及
び
、
難
を
完
全
に
菟
れ
得
た
の
は
四
川
・
閑
蹟
・
幅
建
の
地
方
に
過
ぎ

涯
か
つ
売
と
と
等
で
あ
る
。
要
す
る
に
金
軍
・
の
侵
入
は
毎
年
馬
肥
の
候
に
繰
返
さ
れ
ヲ
つ
建
炎
三
・
四
年
の
交
に
極
貼
に
蓮
し
、
来
人
民
前
越
の



不
安
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
O
が
、
翠
紹
興
年
聞
に
入
る

ι共
に
歌
曲
刷
雨
時
D
急
襲
を
見
せ
て
い
る
の
芳
あ
る
。

建
炎
の
金
の
反
覆
的
大
侵
入
は
、
金
固
に
忽
ち
無
離
の
群
盗
を
蜂
起
せ
し
め
た
。
・
前
謂
「
盗
」
の
性
格
は
複
雑
で
助
所
に
詳
し
〈
論
越
し
得
司

注
い
が
、
少
く
と
も
そ
れ
ら
が
何
一
れ
も
南
宋
D
建
設
巳
協
力
せ
歩
反
抗
的
な
勢
力
で
あ
っ
た
と
と
は
云
う
遣
も
な
い
ロ
縫
っ
て
所
謂
群
盗
P
興

起
扶
況
は
南
宋
建
設
事
端
白
一
遁
退
、
園
家
樺
カ
の
廉
嚢
に
照
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
と
で
そ
D
興
起
蹴
態
を
検
討
す
る
に
表
D
に
示
す
却

の
部
衆
JhJ
膳
一
考
慮
外
に
是
主
叉
賊
魁
と
い
う
も
興
起
地

神

m
a
u

p
明
か
な
著
明
の
賊
に
O
み
限
定
し
た
。
従
っ
て
と
れ
域

外
に
も
弱
少
群
盗
．
或
は
所
偉
洩
れ
の
群
盗
も
勿
論
存
在
・

し
た
と
見
る
可
き
で
あ
る
が
、
然
し
大
勢
を
知
る
露
め
の

表
と
し
て
は
充
分
参
考
と
な
る
。
本
衰
を
温
観
す
る
に
、

仙

賊

D
興
宮
地
域
は
金
闘
に
及
び
‘
傾
向
的
K
云
え
ば

覚
、
予
河
北
、
陳
西
、
京
東
・
－
西
よ
り
始
り
次
第
紅
甫
方
院

移
動
し
雨
准
を
躍
で
長
江
を
渡
り
、
雨
樹
、
江
南
よ
り
遠

く
荊
湖
、
贋
南
方
商
に
波
及
し
で
い
る
事
。
凶
興
起
の
一

・
敬
は
建
炎
元
年
1
紹
興
二
年
の
間
虻
集
中
し
建
炎
＝
一
年

を
そ
の
頂
賠
と
し
て
五
七
集
圏
ゼ
教
え
、
組
じ
て
建
一
炎
問
、
一

四
年
間
に
多
ぐ
紹
興
に
入
る
と
減
少
佐
初
め
、
同
五
年
に

は
僅
か
四
集
圏
と
な
っ
て
い
る
事
、
の
ニ
事
置
が
確
認
せ

ら
れ
る
。
勿
論
1

本
表
は
賊
の
「
興
組
」
衰
で
あ

p
、i
賊‘

表
D 

路

霊

蟻

益

起

表

賭lll詰l~l~I昨計
甫

朱・

考

撫

使

o I i 

占＝一

、



4コ
四

南

口

宋

鎮

撫

使

一

考

は
興
起
後
も
撫
定
せ
ち
れ
る
趨
は
存
続
し
て
い
る
D
で
あ
る
か
ら
、
現
存
す
る
群
賊
勢
力
D
掘
調
盤
は
此
れ
と
は
別
に
考
察
す
ペ
き
も
の
で
あ

る
が
、
然
し
そ
れ
に
し
て
も
群
賊
盛
衰
D
一
推
移
を
考
察
す
る
一
つ
D
大
き
な
参
考
と
は
な
る
ア
比
の
ま
の
結
回
取
に
基
き
干
廷
に
戎
章
に
掲
げ
る
＼
ぺ

撫
定
衰
を
参
照
す
る
に
、
群
賊
の
勢
力
主
主
管
昔
、
政
府
を
震
憾
さ
せ
た
時
期
は
建
炎
一
－
一
・
四
年
の
賓
と
い
よ
が
出
来
る
。
、

そ
白
地
域
に
う
い
て
考
え
る
に
、
と
D
建
炎
＝

τ四
年
の
交
に
蹴
乱
が
多
〈
停
え
ら
れ
て
い
る
の
は
京
東
西
・
南
緯
地
域
で
、
そ
れ
ば
先
に
北

方
に
起
A
J

た
E
冠
ゐ
此
の
頃
に
は
多
く
南
下
し
て
と
白
地
方
に
集
結
し
も
崎
町
げ
の
で
あ
る
d

繋
年
要
録
一
一
一
建
炎
四
年
五
月
甲
庚
の
僚
に

時
江
北
荊
澗
諸
路
盤
益
起
。
究
者
至
轍
高
入
。
・
蟻
有
州
郡
。
朝
廷
カ
不
能
制
。
聾
所
不
能
筆
者
。
則
以
土
豪
・
潰
持
或
揚
官
守
之
。
留
国
欄

庶
而
己
。

と
あ
る
は
此
の
地
方
が
賊
飢
D
淵
叢
と
註
つ
で
い
た
と
と
を
示
す
記
事
で
あ
る
。
金
憲
の
定
期
便
的
侵
冠
に
劃
し
群
賊
は
年
歳
無
休
で
擾
害
＆
～

””’
a
 

悉
に
旬
、
そ
れ
丈
に
枇
舎
不
安
D
上
に
及
ぽ
す
影
響
は
深
刻
友
も
の
が
あ
っ
た
。
｝
〆

以
上
、
甫
宋
建
設
に
長
大
の
障
碍
K
－
な
す
金
軍
の
侵
略
と
群
盗
と
に
就
い
て
概
観
し
t

た
が
、
そ
の
擾
害
の
最
も
甚
し
い
時
期
は
共
に
建
炎
三

・
四
年
の
焚
で
あ
っ
て
、
出
張
直
後
の
南
宋
政
府
に
と
っ
て
此
D
頃
が
最
大
の
危
様
で
あ
っ
た
と
断
歩
る
と
と
が
出
来
る
。
と
う
し
た
危
機
O

”問・
0

招
来
は
直
接
的
に
は
何
と
云
ワ
て
も
園
置
の
無
力
に
よ
る
も
の
で
あ
，
る
。
大
元
帥
府
開
幕
営
陣
D
兵
力
は
、
｝
寓
に
過
智
歩
、
そ
の
後
漸
増
し
た
一

と
は
一
宮
え
、
建
炎
四
年
に
至
る
も
推
定
一
整
理
々
回
・
五
寓
程
度
に
止
き
守
そ
の
問
、
そ
の
強
力
化
を
目
指
す
制
度
的
危
改
革
や
新
陳
代
謝
等

が
し
き
り
に
行
わ
れ
た
と
は
云
ぇ
、
結
局
質
的
危
向
－
上
は
見
・
ら
れ
歩
1

此
の
敷
高
白
兵
力
も
名
は
勤
主
宰
と
い
う
も
素
質
装
備
共
に
劣
悪
で
統

属
関
係
に
も
融
簡
を
含
む
烏
合
勢
力
で
あ
り
、
園
軍
と
し
て
深
〈
頼
む
に
足
る
も
の
で
は
怠
か
9
た
。
彼
等
は
金
軍
鶴
騎
の
前
に
職
b
示
し
て
潰

健
U

散
し
、
時
に
は
自
ち
反
乱
さ
え
起
し
た
り
し
た
・
。
、
尚
南
宋
の
諸
寧
に
つ
い
て
は
後
日
別
に
詳
考
ず
る
旗
定
で
．
此
所
に
ほ
割
愛
す
る
が
、
か
か

る
武
力
白
寡
弱
が
金
軍
・
群
盗
の
内
外
爾
敵
を
蹴
属
せ
し
め
、
断
呼
た
る
慮
置
を
と
る
、
能
わ
ざ
ら
し
め
た
所
以
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戎
に
掲
’

げ
る

E
衰
は
高
宗
が
建
炎
年
聞
に
特
に
流
浪
し
て
回
っ
た
有
様
を
示
す
矯
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
逃
亡
流
轄
と
そ
は
建
闘
後
＠
甫
栄
が
内
．



表
E

官
同
宗
逃
亡
表
〈
宋
奥
高
宗
本
記
に
よ
る
〉
、

年

度

駐

路

地‘

）
内
は
’
月

目、

r「

建
炎
元
年

↓
東
平
府
門
1

・
発
巴
）
↓
済
州
（
2
・
奏
未
）
↓
単
州
〈
4
・
辛
巳
〉
↓
康
夫
府
〈
4
・
車
問
未
）
↓
湘
州
〈
山
山
・
庚
午
）
i
v楊
州
〈

m
－
発
米
〉

楊
州
↓
鎮
江
府
（
g
J
壬
子
）
↓
常
州
（
2
・
甲
寅
）
↓
卒
江
府
（
2
・
丙
辰
〉
↓
努
州
（
2
・
巴
未
）
↓
袋
線
麟
〈
2
・
庚
申
）
↓
杭
州
（
2
・
壬
戊
〉
一

↓
常
州
（
8
・
7
m
T）
↓
鎮
江
府
ハ
6
・
辛
巳
）
↓
江
察
府
（
5
・
乙
酉
u
↓
鎮
江
府
〈
8
・
甲
辰
〉
↓
平
江
府
戸
Q
U

－
辛
亥
）
↓
杭
州
（

ω
・
葵
末
以
一

↓
越
州
ハ
日
・
壬
辰

Y
銭
清
鎮
（
U

・
己
巴
）
↓
越
州
（
口
・
庚
午
）
↓
明
州
（
四
・
丙
子
）
↓
定
海
耐
肺
門
四
・
己
丑
〉
↓
邑
菌
感
〈

m
・
葵
巳
）
十

建
炎
三
年

建
炎
四
年

昌
図
豚
↓
台
州
（
1
・
丙
午
｝
ー
を
温
州
（
2
・
庚
寅
）
↓
越
州
〈
4
・
祭
未
）

憂
外
患
白
井
畿
に
苦
脳
を
極
め
て
い
た
姿
を
如
貨
に
描
き
出
し
た
も
D
に
外
な
ら
ぬ
。
席
の
m
m
ま
る
暇
さ
え
な
い
不
安
定
な
南
宋
政
府
に
一
貫

し
た
施
策
を
錬
る
余
裕
の
如
き
は
殆
ん

E
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
に
足
ろ
う
。
と
う
し
た
不
安
定
を
反
映
し
て
F
表
に
示
す
如
く
宰
相
の
交
替

も
亦
煩
襲
で
あ
っ
た
。
表
に
明
か
な
如
く
各
々
主
張
を
具
に
す
る
宰
相
辞
僅
か
四
年
D
聞
に
六
回
も
入
れ
替
っ
て
い
る
事
ぬ
よ
曲
時
白
竪
慣
が

表
F

宰

相（宥僕射交替表）

在費李 宰

イ白 潜 相

彦警綱
4吉

歓欲欲 主

和和戦 張

E炎E 建炎 建炎 除
二二 フロ 7G 任
年年年

工八五
年

月月月
月

強炎 残炎 建炎 改

ニニ 二二 7G 任
年年五戸

年
一十一八ー． 月
月月月

菰呂朱 宰

家顕勝 相

ヲ手浩非
名

歓欲者k 主

防去去 張

建炎 建炎 建炎 除

1/¥. - - 任
年年年

年
五回三

月月月
月

紺奥 麹炎 華炎堂 改

元凶三 佳
年年年

主手
七四四

月月月
月

如
何
に
不
安
定
で
あ
り
、
然
も
政
策
に
一
貫
性
な
く
し
て
動
措
し
て
い
た
か
を
一
万
す
も
の
で
あ
る
。
僅
か
敷
寓
の
兵
力
に
支
え
ら
れ
、
概
ね
爾

掛
附
近
を
輔
々
と
し
た
高
宋
の
勢
力
は
建
炎
年
聞
を
愚
じ
て
爾
漸
を
線
鶴
と
す
石
一
一
地
方
政
擦
の
官
瞳
を
保
っ
た
に
す
ぎ
歩
、
虞
く
天
下
に
現

貴
的
な
支
配
を
及
ぼ
す
能
力
は
な
か
う
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
況
ん
や
繭
漫
せ
る
群
盗
、
精
強
友
金
箪
を
一
皐
に
討
卒
す
る
と
必
等
は
思
い

七
五



－
一
よ
ら
，
ね
所
で
あ
る
。

宋
執
白
一
再
建
を
推
趨

L
て
基
砲
を
固
め
天
下
に
臨
令
を
徹
底
せ
し
b
る
嘗
め
に
は
内
憂
外
息
を
共
に
平
定
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ

に
は
首
ら
の
賞
力
を
ー
育
成
強
化
し
怠
け
れ
ば
怠
ら
歩
i

然
も
そ
の
賓
カ
育
成
広
は
内
憂
外
患
情
一
障
害
と
法
る
J

宋
朝
慣
と
の
問
憂
外
息
を
共
巴

る
障
害
と
し
て
敵
現
ず
る
限
り
、
右
白
問
題
は
永
久
に
循
環
し
て
解
決
は
出
来
な
い
o
逝
に
此
れ
を
建
設
に
利
用
す
る
所
に
，
解
決
の
鍵

を
見
出
す
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
外
患
に
る
金
軍
を
味
方
に
引
入
れ
て
利
加
す
る
と
と
は
到
底
望
み
得
る
所
で
な
い
。
問
題
は
群
盗
で
あ
る
ρ

か
（
考
え
る
時
買
と
と
巴
初
め
て
鎮
撫
使
一
制
度
、
即
ち
分
一
旗
政
策
の
意
議
が
大
き
く
浮
ぴ
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
ロ
鎮
撫
使
制
度
に
就
い
て
ば

．
前
章
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
．
比
れ
等
右
の
観
鞘
よ
り
再
願
す
る
に
、
そ
れ
世
主
と
し
て
群
賊
・
土
豪
・
潰
勝
。
出
身
を
任
用
し
、
助
れ
を
建
一

境
に
の
み
配
し
て
管
内
統
轄
の
兵
民
財
会
機
を
奥
え
た
賠
犯
．
彼
等
内
憂
的
勢
方
を
越
に
壬
朝
建
設
に
利
用
ぜ
ん
と
し
た
意
圃
を
見
出
す
と
と

が
出
来
る
。
群
賊
・
土
豪
・
潰
持
を
任
用
し
た
の
は
内
憂
的
勢
カ
、
を
宋
朝
む
現
存
す
る
統
治
秩
序
D
組
織
に
組
入
れ
て
多
少
と
も
協
力
的
方
面
～

に
導
か
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
此
れ
を
謹
境
に
臨
し
た
の
は
、
一
に
は
金
軍
の
侵
入

κ営
ら
し
め
、
一
一
は
彼
等
の
反
逆
に
備
え
て
内
地
、
に
勤

臨
b
L
起
さ
し
め
ざ
る
配
慮
で
あ
っ
た
と
開
局
b
れ
る
。
つ
ま
り
群
蹴
等
の
反
宋
的
勢
力
に
宋
朝
謹
制
の
枠
内
に
於
け
る
噴
春
的
地
位
を
典
え
之
自
ー

、
家
襲
鐘
の
も
の
と
し
、
更
民
此
の
憲
繋
を
以
て
金
軍
の
猛
毒
を
倒
せ
し
め
ん
と
し
に
も
の
で
今
、
本
制
度
の
立
案
者
た
る
斑
宗
安
も
そ
の
立
案
。

趣
旨
左
越
ベ
ザ
ー

七
六一：

1・

, ． 

考

ハ
斑
〉
宗
苦
言
問
。
此
（
髄
白
長
一
鳩
山
河
川
m
・
）
皆
烏
合
、
之
象
。
念
之
則
併
死
力
以
担
官
軍
。
基
調
析
地
以
慮
之
。
葦
空
間
一
蹄
。
則
可
以
部
制
。

乃
言
一
於
上
回
。
桝
。
嘗
棺
復
一
帯
鎮
之
法
。
亦
変
並
行
之
天
下
。

E
一
望
阿
南
・
江
北
撒
十
一
州
震
之
。
少
典
之
地
。
而
幕
付
以
種
。
揮
、
人
久
任
。

以
扉
王
室
。

と
一
宮
い
、
上
越
の
如
き
意
圃
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
の
で
お
る
。

さ
て
労
鎮
地
直
は
建
炎
以
来
金
寧
の
容
最
も
茜
し
く
、
且
つ
朱
白
威
令
の
殆
ん
E
及
ぼ
怠
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
来
だ
南
新
地
方
白
一
勢
力
a

、



J’ 

に
掴
ぎ
注
か
ヲ
た
栄
と
も
て
、
此
の
地
に
祖
宗
以
来
最
も
警
戒
し
来
っ
た
藩
鎮
を
復
置
す
る
も
賞
質
的
に
礎
う
所
は
友
か
っ
た
。
或
は
問
題
を

後
自
に
捜
す
恐
れ
は
あ
る
ほ
ソ
が
、
現
賓
の
問
題
は
更
に
築
愈
で
あ
る
o
制
度
。
立
案
者
花
宗
安
部
乙
う
し
だ
現
賞
に
立
脚
し
℃

政
府
に
卒
定
能
力
な
く
、
叉
平
定
を
急
げ
ば
却
っ
て
一
大
反
抗
勢
カ
に
結
合
の
恐
れ
あ
る
群
賊
は
招
安
し
て
利
用
す
る
外
な
い
。

招
安
活
用
D
具
瞳
的
方
法
は
、
唐
代
務
鎮
復
活
に
よ
る
可
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
歴
史
が
詮
す
る
如
く
内
乱
の
危
険
性
ギ
考
え
ら
れ
る
に

し
て
も
、
外
敵
防
禦
の
効
果
も
亦
認
め
る
可
き
で
お
る
。
宋
朝
従
前
の
軍
制
で
は
帥
臣
の
樺
薄
く
外
敵
侵
入
の
場
合
に
無
力
で
あ
る
。

1 2 3 

雨
浩
・
湖
北
・
京
西
の
地
巴
一
大
藩
垣
が
出
来
れ
ば
、
外
は
金
に
封
ず
る
防
壁
と
左
り
、
内
ほ
群
賊
が
武
第
に
消
誠
し
、
そ
の
間
ビ
宋

朝
は
自
力
の
育
成
に
蓮
進
出
来
る
。

と
述
ぺ
、
一
石
一
一
宮
崎
の
効
果
を
ね
ら
っ
て
鎮
撫
使
制
度
を
た
て
た
D
は
王
印
刷
時
宜
隠
遁
し
た
も
の
と
解
す
可
き
で
あ
る
。
倫
此
れ
に
似
た
制
度

易
主

f

－

－

t
T

は
李
綱
引
一
眠
法
・
朱
勝
払
朝
に
よ
っ
て
以
前
に
も
計
聾
さ
れ
乍
ら
謹
に
賓
現
に
至
ら
－
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
諸
般
の
情
勢
の
推
移
に
よ
る
恨
特
に
・

と
の
割
操
勢
力
の
宋
朝
膿
制
へ
の
柴
春
的
合
認
主
い
う
賭
に
徹
し
得
友
か
っ
た
こ
と
に
在
る
。
藩
鎮
的
勢
力
の
出
現
を
最
も
恐
れ
た
宋
朝
が
そ

D
再
版
と
も
云
う
べ
き
鎮
撫
使
制
度
を
敢
て
採
用
し
た
所
以
は
質
に
以
上
の
如
き
現
賓
即
踏
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
か
る
由
来
と
ね

ら
い
を
以
て
沿
か
れ
た
鎮
撫
使
白
成
果
は
果
し
て
所
期
に
副
い
得
た
か
否
か
、
是
れ
を
更
め
て
次
章
に
詳
究
す
る
と
と
と
す
る
。

鐙
1

繋
年
要
録
一
建
炎
一
万
年
正
月
壬
寅
僚
が
好
例
。

2

同
番
目
一
建
炎
三
年
間
八
月
巳
亥
僚
ト
宋
舎
一
安
稿
刑
法
コ
禁
約
建
炎
二
年

正
月
六
日
燦
等
が
好
例
。

3

・
「
僑
湾
」
を
周
る
宋
金
爾
函
の
外
交
関
係
そ
の
他
の
詳
細
は
満
曲
家
具
論

叢
第
三
斡
所
揖
輔
、
戸
山
軍
治
氏
「
劉
抽
臓
の
費
図
を
中
心
と
し
て
貌
た
る

金
朱
交
渉
」
ー
参
照
。

4

部
乗
の
教
は
器
開
盗
に
主
っ
て
一
定
し
な
い
が
大
な
る
も
の
は
骨
量
寓
乃
至

商

宋

撫

5 

十
数
高
邑
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
＠
宋
舎
一
安
稿
兵
↑
討
叛
の
詩
項
、
そ
の

他

要

録

・

事

盟

舎

編

に

所

載

。

ぺ

歴
史
教
育
ニ
ノ
七
所
載
「
商
品
市
軍
閥
の
成
立
」
に
掲
げ
た
群
盗
興
起
表

の
数
字
と

D
衰
の
興
起
数
が
粉
々
相
違
す
る
の
は
以
上
の
如
き
撰
簿
規
一

準
の
差
異
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

乙
の
点
の
詳
細
は
別
に
更
ゆ
て
論
考
す
る
議
定
で
あ
る
。

註
5
の
一
表
参
照
。

6 7 

銀

使

考

七
七

'   
 

 

 



．
意
朱
銭
’
撫
“
艇
場

8

磯
信
裏
銭
円
護
院
元
年
士
一
店
主
盛
期
線
、
容
と
八
兵
志
祭
寧
ム
序

交

に

所

載

。

，

モ

・

；

9

建
炎
三
年
よ
り
岡
田
年
初
に
至
る
禁
衛
各
婚
の
兵
数
を
所
俸
に
徴
し
お
ド

そ
れ
に
金
箪
侵
寵
に
よ
る
潰
散
を
加
味
し
て
推
定
し
た
。
詳
細
は
略
す
。

刊
朝
野
雑
記
十
議
防
一
・
建
炎
三
大
臓
の
項
。
ー

紅
建
炎
三
年
－
一
月
・
御
管
寧
眼
前
常
国
俸
・
劉
軍
彦
の
反
捕
陣
内
明
受
の
鼠
〉
は

特
に
著
明
で
あ
る
。

来
奥
高
宗
本
組
に
擦
る
。

均
七
九

ill 

委
一
－
一
申
書
衰
弱
野
畿
記
長
官
防
こ
震
建
炎
紹
興
大
陸
t

和

験

守

建

設

［

一

一

に

．

撮

る

。

’

g

｛

以
後
紹
興
に
人
つ
て
は
泰
松
が
激
纏
を
と
る
紹
興
八
年
三
月
迄
O
約
八
作
一

年
間
に
五
回
D
愛
替
で
、
建
炎
中
に
比
す
れ
ば
精
安
定
し
℃
い
る
。

臼
繋
年
一
安
録
一
一
祖
炎
関
与
五
月
甲
固
定
時
。

諸
問
書
六
建
炎
元
年
六
月
己
耶
係
。

四
問
書
一
一
建
炎
三
年
三
月
辛
己
保
。

14 

12 

E
分

銭

指

宋
朝
再
建
の
謹
上
に
横
b
る
最
大
難
闘
を
突
破
す
る
具
鰹
策
と
し
て
設
定
せ
ら
れ
た
鎮
撫
使
が
果
し
て
此
の
目
的
に
副
う
成
果
を
費
し
た
か
一
一

E
う
か
は
宋
朝
の
制
度
運
替
白
巧
拙
に
か
か
る
所
で
品
っ

τ、
結
果
D
成
敗
は
制
度
の
趣
旨
D
良
否
と
は
別
個
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

憎
し
・
て
此
の
成
敗
を
批
判
す
る
に
は
、
鎮
撫
使
設
置
の
主
目
的
た
る
謝
金
防
禦
・
艶
宋
協
力
の
括
躍
と
そ
の
活
躍
に
支
え
ら
れ
た
宋
朝
の
再
建
．

推
進
と
が
芯
の
程
度
迄
賓
現
せ
ら
れ
た
か
を
明
か
に
す
る
必
見
が
あ
る
。

繋
年
一
室
時
一
二
・
建
炎
四
年
五
月
甲
子
の
僚
に
引
く
所
。
畠
中
大
事
記
に

自
活
宗
予
裂
諸
侯
儒
鎮
撫
使
。
而
李
成
敢
於
犯
江
掛
。
桑
仲
敢
於
窺
萄
。
紹
興
以
来
。
雄
李
成
擢
般
。
張
用
招
安
。
李
允
文
革
・
面
。
，
而
孔
、

鷲
舟
撮
郭
。
馬
友
撮
揮
。
括
汝
需
蟻
建
州
。
楊
鹿
操
重
潮
。
曹
成
・
李
安
在
湖
南
・
部
西
芝
問
。
・
郵
慶
・
幽
揮
官
劇
掠
南
権
・
英
・
詔
諸
郡
。

尚
内
郡
之
民
地
宵
盗
実
。

と
あ
っ

τ諸
鎮
撫
使
D
行
動
を
偉
え
て
い
る
が
、
此
れ
に
よ
れ
ば
鎮
撫
使
設
置
後
も
諸
盗
は
依
然
と
し
て
多
く
叉
李
成
・
桑
仲
・
孔
彦
舟
等
。

如
戸
不
糧
の
態
度
を
と
る
者
が
あ
っ
た
と
］
否
、
即
ち
右
記
事
官
在
、
一
見
、
分
鎮
指
揮
は
効
果
去
っ
た
か
の
す
印
象
を
興
え
て
い
♂

揮

の

効

呆



る
。
陣
織
し
問
題
践
と
う
し
お
扶
態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
払
と
も
右
は
特
別
り
も
の
で
あ
っ
た
か
と
云
う
こ
と
に
在
る
。
号
と
で
備
嘗
時

陸
1

0
鎮
撫
使
の
動
き
を
見
る
に
、
か
か
る
例
は
彼
等
ニ
帥
O
他
に
郭
仲
戚
D
一
例
主
見
出
し
得
る
の
与
で
あ
る
。
叉
別
に
管
地
を
捨
ヌ
た
も
の
と

し
て
岳
飛
・
劉
網
・
果
捌
及
び
程
喋
・
牛
皐
山
輩
先
・
李
横
D
七
帥
を
得
る
が
、
そ
D
う
ち
最
初
よ
り
ふ
一
く
管
地
定
着
の
意
志
な
か
っ
た
と
見

能

量

一

’

魅

S

得
る
者
は
岳
飛
・
劉
網
の
ニ
帥
w
h
過
ぎ
歩
、
又
叛
し
て
金
側
に
附
し
た
も
、
の
は
李
成
・
孔
彦
舟
の
他
に
碕
長
寧
一
帥
を
教
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
縫

っ
て
金
統
制
任
捕
に
赴
か
－
な
か
っ
た
陳
求
謹
・
菰
之
才
・
孔
彦
舟
を
例
外
と
す
れ
ば
（
誠
一
肌
）
殆
ん
E
の
鎮
帥
は
一
路
受
任
の
地
に
落
着
い
℃
，

そ
の
安
輯
に
つ
と
め
、
定
着
を
画
。
て
い
た
主
見
る
と
と
が
出
来
る
。
即
ち
昌
氏
の
云
う
所
は
そ
D
特
殊
な
も
D

K
就
い
て
で
あ
っ
た
D
で
あ
F

る
。
更
に
比
の
記
事
に
は
紹
興
以
探
互
冠
が
蹴
属
し
て
い
る
事
を
述
ぺ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
諸
冠
の
噺
却
地
は
す
べ
て
長
江
以
南
で
、
分
鎮

陸
生

直
と
は
闘
係
主
く
、
中
に
は
曹
成
・
馬
反
等
、
初
め
江
北
に
起
り
分
鎮
後
渡
江
南
侵
し
た
連
中
が
少
か
ら
4
y含
ま
れ
て
い
て
J

逆
に
分
鎮
藩
垣
O

効
果
を
示
し
て
い
る
6
で
め
る
＠
つ
走
り
諸
冠
の
蹴
嵐
を
停
え
た
上
掲
昌
氏
。
記
事
は
、
此
れ
を
詳
か
に
検
討
す
る
時
．
却
っ
て
分
鎮
指
揮
の

諸
盗
拾
輯
に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
云
え
る
の
で
あ
る
。
か
く
大
勢
的
に
見
た
場
合
、
諸
鎮
撫
使
は
管
内
応
定
着
を
策

し
て
諸
盗
D
拾
輯
に
つ
と
仏
り
た
の
み
一
2

4

y
、
更
に
進
ん
で
民
生
安
定
の
矯
め
盛
ん
喜
・
屯
田
を
管
む
者
さ
え
あ
っ

hw繋
年
要
録
会
出
紹

興
二
年
十
－
月
辛
酉
に

直

徴

猷

閣

和

州

無

矯

寧

鎮

撫

使

越

課

。

以

普

回

有

緒

。

遷

一

官

爵

左

中

奉

犬

夫

。

二

二

し

と
あ
る
は
そ
の
－
例
で
あ
り
、
備
此
D
外
に
翠
興
・
陳
規
・
解
潜
等
ゐ
甫
宋
屯
田
・
替
因
。
開
拓
者
と
し
て
著
明
で
あ
る
。
政
府
が
諸
鎮
K
傭
回

内
の
財
政
権
を
奥
え
た
の
は
、
単
に
分
鎮
地
直
が
事
賓
上
宋
朝
の
支
配
圏
外
に
在
っ
た
と
云
う
現
貨
に
因
っ
た
の
み
で
は
な
く
、
助
の
地
域
D

強
康
明
・
極
紅
建
し
、
た
と
え
直
ら
経
賦
寓
し
て
も
牧
支
償
わ
歩
、
む
し
る
財
樺
を
興
え
る
と
と
に
し
て
各
帥
自
ら
財
源
を
調
え
し
め
る
の
明
得
策

陵
－

で
あ
っ
た
矯
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
財
政
樺
D
養
護
と
は
政
府
よ
り
の
補
給
中
止
を
意
味
し
、
補
給
D
中
止
は
各
帥
を
し
て
自
ら
領
内
の
調
達

f

に
懸
命
な
ら
L
め
、
そ
れ
が
延
い
て
は
管
内
民
土
の
・
安
輯
沈
努
力
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。

考

南

栄
鎮

撫

使

七
九



串

田

－

来

鎮

撫

使

考

A 
0

か
く
て
諸
帥
は
管
内
の
安
輯
に
努
力
し
た
外
、
外
冠
。
侵
犯
に
も
カ
を
悉
七
て
反
捜
し
た
o
繋
年
一
警
暗
記
建
炎
四
年
ハ
月
庚
慢
の
糠
に

恥。
J

完
一
間
申
請
既
屯
六
合
勝
。
欲
自
運
河
引
舟
北
陣
。
而
越
立
在
楚
。
群
町
鹿
在
京
。
空
空
間
不
一
得
抽
出
。
宗
弼
患
之
ロ
云
一
宮
o

と
あ
り
、
同
委
畑
＼
紹
興
元
年
十
一
月
丁
未
に

恥
。
自
中
原
失
守
。
、
諸
重
鎮
多
失
。
惟
ハ
陳
u

規
典
群
盗
一
屡
験
。
白
楊
進
・
李
孝
忠
・
孔
彦
舟
・
重
；
曹
成
・
馬
友
・
桑
仲
ι
李
横
之

徒
皆
不
能
犯
。
由
是
徳
安

F

潤
存
。

と
あ
る
等
は
そ
り
好
例
で
あ
る
。
備
鎮
撫
使
に
し
て
或
は
金
人
に
謝
し
、
或
は

E
冠
に
謝
し
て
死
を
賭
し
て
執
っ
た
例
は
少
〈
ー
な
い
。
李
彦
先

・
越
立
・
藤
慶
・
王
享
・
翠
輿
・
翠
曝
等
は
金
人
と
交
職
し
て
そ
の
心
騰
を
寒
か
ら
し
め
、
解
潜
・
王
彦
・
陳
規
・
劉
綱
等
は
他
賊
を
担
し
て

侵
入

K
阻
み
、
又
事
成
・
桑
仲
等
の

E
賊
出
身
D
鎮
帥
は
管
内
に
殆
ん
ど
他
勢
力
の
侵
入
を
許
さ
・
な
か
っ
た
。
同
時
に
彼
等
鎮
撫
使
同
志
も
亦

互
に
反
挟
し
会
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
桑
仲
i
王
彦
、
李
横

l
陳
規
、
程
昌
寓

l
孔
彦
舟
、
蒔
鹿

l
郭
仲
戚
‘
劉
綱

l
郭
仲
威
等
そ
の
例
は
極
め

て
多
く
、
さ
れ
ば
鎮
撫
使
が
連
合
し
て
反
朝
廷
活
動
を
展
開
す
る
が
如
窒
事
態
は
先
歩
心
配
な
か
A
J

た
。
つ
ま
り
若
干
の
例
外
は
る
っ
た
が
、

大
瞳
鎮
撫
使
の
動
き
は
政
府
の
意
圃
遁
り
に
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
都
会
式
く
行
っ
た
と
云
う
事
が
出
来
る
。
彼
等
が
か
く
好
都
合
に
行
動
し

た
所
以
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
彼
等
＠
管
内
に
彼
等
と
勢
力
伯
仲
す
る
凱
賊
並
起
し
て
い
て
，
彼
等
自
身
ー
そ
の
地
位
を
保
持
向
上
せ
し
め
る
に

並
々
な
ら
血
苦
心
を
要
し
、
従
っ
て
朝
廷
よ
り
鎮
撫
使
と
し
て
政
敵
討
伐
D
大
義
名
分
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
が
頗
る
有
利
で
、
鎮
撫
使
除
任
を

，
自
己
勢
カ
の
一
段
の
飛
躍
に
利
用
し
得
た
と
と
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
鎮
撫
使
の
藩
垣
の
下
に
於
い
て
宋
朝
は
果
し
て

E
と
語
そ

の
樺
カ
を
停
張
し
得
た
か
。
此
れ
が
次
の
問
題
と
な
る
。

先
掲
群
盗
興
起
衰
D
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
如
く
1

群
盗
の
興
起
教
は
紹
興
年
聞
に
入
っ
て
漸
誠
一
ん
同
五
年
に
は
殆
ん
E
皆
無
と
な
っ
て
い
る

事
か
ら
、
政
府
樺
力
の
伸
展
献
況
を
或
る
程
度
推
察
L
得
る
が
け
更
に
そ
白
招
定
扶
態
宮
地
域
別
に
検
討
す
る
に
G
表
に
一
訴
す
如
く
で
あ
る
己
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本
義
に
於
い
て
第
一
に
集
附
く
事
ば
、
紹
興
元
年
及
び
二
年
が

招
定
組
敷
醸
倒
的
に
多
く
頂
鮪
を
注
し
て
い
る
事
で
あ
る
O

D
表
興
起
鍛
は
建
炎
三
年
を
最
大
と
す
る
＠
即
ち
と
D
D
・
G

爾
衰
に
よ
り
、
紹
興
元
年
・
二
年
に
於
い
て
政
府
D
賓
力
が
俄

然
高
ま
っ
た
事
を
認
め
得
る
。
そ
の
後
の
撫
定
数
減
少
は
既
に

撫
定
す
べ
き
盗
賊
自
韓
が
減
少
し
た
か
ら
に
外
な
ら
歩
、
政
府

樺
カ
は
更
に
上
昇
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
即
ち
F
表
に
於
け
る

撫
定
数
D
頂
賄
は
む
し
ろ
政
府
が
樺
カ
を
浸
透
さ
せ
初
め
た
時

期
を
暗
示
す
る
も
D
で
あ
ろ
う
。
若
し
此
の
考
え
方
に
誤
り
な

き
も
の
と
し
て
更
に
此
れ
を
各
地
域
別
に
推
す
と
、
膝
下
の
南

側
が
最
も
最
も
早
く
建
炎
年
聞
に
一
臆
政
府
構
カ
は
侵
謹
七
、

江
東
・
雨
鴻
・
京
国
は
紹
興
元
年
、
江
西
・
踊
建
・
湖
南
・
鹿

甫
は
紹
興
二
年
の
順
序
と
注
り
湖
北
白
み
は
紹
興
五
年
と
例
外

・
的
に
些
か
遅
れ
る
が
、
大
陸
に
於
い
て
漸
拭
涯
き
よ
り
遺
き
に
支
配
の
賓
樺
を
及
ぼ
し
て
行
っ
た
事
に
な
る
。
と
れ
は
常
識
的
に
云
っ
て
も
極

め
て
自
然
で
あ
る
が
、
叉
営
時
の
賓
般
か
ら
見
る
も
大
躍
に
於
い
て
安
嘗
性
を
有
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
政
府
の
樺
力
は
分
鎮
期

た
る
建
炎
四
年
を
槙
機
と
し
て
念
速
に
揚
子
江
以
甫
の
地
域
に
擁
が
っ
て
い
っ
た
事
が
推
断
せ
与
ら
れ
る
。

戎
に
構
力
の
浸
透
度
左
知
る
一
尺
度
と
し
て
D
地
方
行
政
瞳
制
D
整
備
献
態
に
つ
い
て
も
一
考
し
て
於
く
。
但
し
地
方
行
政
障
制
を
州
鯨
官

南

朱

鎮

撫

使

考

か
ら
帥
・
漕
・
窟
・
倉
に
至
る
す
べ
て
に
就
い
て
考
察
す
る
事
は
困
難
で
あ
り
、
叉
さ
し
た
る
意
義
も
な
い
の
で
、
と

h
で
は
最
も
重
要
な
意

]¥ 

／ 



撫

俊

考

味
を
有
っ
て
い
た
安
撫
偽

V
代
表
的
に
取
上
げ
て
述
べ
る
ζ

と
と
す
る
。
安
撫
使
は
元
来
路
帥
と
し
℃
各
路
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

甫

宋

鎮

/"¥. 

軍
興
以
来
建
炎
四
年
D
分
鎮
指
揮
迄
の
と
と
は
所
停
を
得
事
、
明
確
で
な
い
。
恐
ら
く
軍
奥
掛
飢
の
際
と
之
事
賓
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
o
所
が
分
鎮
指
揮
と
同
時
に
所
謂
滑
江
三
大
帥
の
設
置
を
見
、
重
臣
を
差
波
じ
て
安
撫
大
使
と
じ
た
。
そ
の
守
、
要
は
H
表
。
如
く
で
あ

表
H

治

江

大

帥

岬

表

ハ建炎、一年六月初置）

江
重康府量
爾
職

州 新西
路
路 路

安 安 安
撫 撫 撫
大 大

大使 名
使 俊

糸 呂 事l 使
勝 眠 光 者

要ド 浩 t色 名

ハ江三鎮（武ヲ尉t 

宰元相〉荊商湖南 司南
前

充寧度俊節 持軍・御
' 臨泉 ）巡前

北梅使 街 職
路関寧

宣使撫 （ 府 制都統苅儀
宰同 名
相、J

主主 建 鎮 置

康 江 司

対1 府 府
士也

江
康建府
鎮． 江

撫 ． 
管． ． 卒

信 池 江
州 ． 府． 館 ． 
興 ． 秀
園 宜 ． ． ． 杭
甫康 徽
． ． 湖． 太 ． 

臨
平州 常

江 ． ． ． 
椴州

建 徳庚
昌 ． 域
寧 軍 江

陰
寧

る
。
表
に
示
す
如
く
浩
江
三
大
帥
と
は
官
位
の
高
い
名
臣
を
差
充
し
た
重
職
で
、
賭
路
安
撫
の
模
範
た
る
と
同
時
に
、
・
去
就
定
か
な
ら
ぬ
江
北

諸
鎮
に
謝
す
る
無
言
D
威
匪
と
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
結
局
ζ

れ
等
D
大
帥
は
多
少
の
問
題
を
起
し
た
に
せ
よ
営
時
柑
賊
巣
に
も
等
し
か
っ

た
任
地
に
赴
い
て
苦
努
し
、
以
て
中
慶
白
帥
毘
制
度
確
立
に
少
な
か
ら
ぬ
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
滑
江
三
六
帥
に
始
ま
る
政
府
の

帥
臣
整
備
は
次
第
に
効
呆
を
奉
げ
，
安
撫
使
は
漸
次
諸
路
に
普
及
し
て
、
諸
鎮
撫
使
金
庫
D
紹
興
五
年
に
は
1
表
の
如
く
全
路
分
悉
く
出
揃
い
、

い
わ
ば
安
撫
使
の
摘
が
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
方
行
政
韓
制
の
整
備
が
分
鎮
期
間
中
に
大
き
く
準
展
し
た
事
は
、
此
D
安
撫
使
白
一
例

諮

表
I

路

設

置

表

〔
四
↑
闘
－
問
団
協
陪
同
戸
－

L齢
崎
属
畑
一
ー
一
還
付
見
同
腔
崎
一

一

雨

新

東

路

玄

使

玄

撫

之

江

東

日

一

時

帥

一

的

酬

が

問

一

安

撫

使

一

京

西

南

路

一

（

但

略

安

撫

俊

一

分

路

分

撫



準語量雨

続‘
商

路路路

安

！撫人大
使

安安安
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商

撫

唱I;

纏経袋

星雲
撫撫
使侠使

4

＝

－

一

－

＝

・

・

＝

一

一

安

撫

大

＝

繭

建

路

一

使

一

江

西

部

州

路

一

安

撫

使

一

4
t

＝

一

目

一

使

＝

湖

鳶

‘

賂

一

1
i
一
安
撫
制
置
大
使
＝
鼠
東
一
路
一

使

＝

湖

路

一

一

徳

略

安

線

使

＝

庚

酉

路

一

撫

I I 

撫

東

撫

を
以
て
充
分
知
ら
れ
、
延
い
て
は
か
か
る
面
よ
り
し
て
も
政
府
樺
カ
伸
展
白
状
況
を
窺
い
得
る
の
で
あ
る
。
一

さ
い
財
政
枚
入
の
面
よ
り
す
る
中
央
樺
カ
の
伸
展
を
・
そ
の
最
大
財
源
の
一
た
る
樺
貸
一
語
の
牧
入
（
閥
均
一
）
等
に
就
い
て
考
察
し
て
守
、
。
表

J

D
示
す
如
く
擢
貨
務
議
入
額
は
紹
興
元
年
よ
り
四
年
趨
D
四
年
間
に
約
一
千
寓
貫
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
此
れ
を
他
白
時
期
の
増
加
寧
と

艶
比
す
る
時
、
如
何
に
と
の
四
年
間
の
増
加
率
が

大
き
か
っ
た
か
自
ら
明
瞭
で
あ
る
う
。
而
し
て
と

の
四
年
間
と
は
質
一
に
分
鋸
期
間
で
あ
る
。
即
ち
此

。
一
例
に
よ
る
も
分
鎮
期
障
に
於
い
て
如
何
に
中

ヱー叩；

表．

陸
8 

纏

歳

入

一

一

歳

五
百
余
寓
縄
＝
一
紹
興
四
年
一
一
千
六
百
余
蔦
貫

六
百
八
高
九
千
余
賞
一
紹
興
『
一
十
四
年
一
二
千
六
十
六
高
七
千
余
貫

年

入

額

入

額

度

央
財
入
の
念
増
が
行
わ
れ
た
か
充
分
推
察
し
得
る
・

陸

自

・

陸

”

が
、
そ
の
他
甫
宋
の
重
要
財
源
た
り
し
附
加
積
も
、
建
炎
三
年
に
鰹
制
銭
が
、
紹
興
二
年
多
よ
り
三
年
に
か
げ
で
月
椿
純
明
、
紹
興
五
年
に
は
縞

健
U

制
鐘
が
相
戎
い
で
設
定
せ
ら
れ
、
や
は
り
と
の
分
鎮
期
聞
に
財
収
増
加
を
目
指
す
税
目
増
加
が
矢
つ
ぎ
早
に
行
わ
れ
て
い
る
。
と
う
し
た
加
徴

が
可
能
で
あ
っ
た
所
以
を
考
え
て
も
政
府
植
カ
の
伸
展
依
況
は
充
分
窺
知
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
群
盗
拾
輯
、
地
方
行
政
制
度
整
備
、
中
央
財
入
増
。
三
例
を
遁
己
分
鋸
期
一
聞
に
於
げ
る
政
府
樺
カ
の
愈
激
な
伸
展
扶
況
を
越
ぺ
た

が
、
更
に
重
要
注
事
費
は
此
の
期
聞
に
於
け
る
国
軍
兵
力
白
充
賓
で
あ
る
。
即
ち
分
鎮
嘗
初
僅
々
四
五
寓
に
過
ぎ
友
か
っ
た
闇
軍
は
、
ゎ
4
y
か

陸
泊

二
年
後
D
紹
興
二
年
の
末
に
は
銃
犯
十
六
t

七
寓
の

E
教
に
建
し
て
い
る
。
4

ん
も
そ
の
大
部
分
は
所
謂
武
将
の
兵
で
、
者
全
な
政
府
直
轄
軍
と

朱

鎮

議

使

考

A 

録



甫

朱

鎮

撫

侠

考

7¥ 
回

は
一
宮
い
難
い
が
、
し
か
し
と
の
兵
力
が
結
局
に
於
い
て
政
府
の
構
カ
を
支
え
る
直
接
最
大
の
力
と
な
っ
て
い
た
と
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
僅
か

二
箇
年
蝕
り
の
聞
に
か
く
も
兵
力
が
念
増
し
た
と
と
は
、
政
府
樺
カ
の
伸
展
を
示
す
何
よ
り
の
趨
露
で
あ
る
。
聞
し
て
と
白
兵
力
急
増
期
も
や

は
り
品
川
鎮
時
代
と
一
載
し
、
む
し
ろ
諸
鎮
藩
垣
の
下
に
始
め
て
兵
力
を
念
増
し
得
た
と
も
云
い
得
る
の
で
あ
る
。
何
兵
力
・
武
将
等
に
つ
い

τ

D
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

分
銀
指
揮
は
、
以
上
白
如
く
、
所
期
に
副
う
て
多
大
の
効
果
を
奉
げ
、
宋
室
再
興
の
最
も
困
難
怠
る
時
代
を
切
抜
げ
、
南
宋
育
成
に
寄
興
・
7

る
所
極
め

τ大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

睦
1

輪
開
銀
撫
俊
行
動
の
具
体
例
は
一
考
典
援
を
あ
げ
な
い
が
主
と
し
て
繋
年

要
録
－
一
ニ
朝
北
閣
蒼
編
、
朱
合
同
要
稿
兵
か
討
銀
、
問
書
職
官
調
鎮
撫

俊
、
宋
奥
本
初
等
の
建
炎
四
年
主
り
紹
興
五
年
迄
の
閥
、
そ
の
他
宋
奥

列
停
等
に
援
っ
た
。

他
の
五
帥
柳
の
場
合
は
金
勢
力
の
屋
温
に
孟
っ
て
巴
む
な

E
棄
鎮
に
至
っ

た
主
一
式
号
方
が
騒
い
。

李
成
・
孔
彦
舟
は
政
府
の
遁
討
に
抗
し
得
ず
し
て
巴
む
な
《
僑
旗
門
の
劉

輔
臓
に
奔
っ
た
の
で
あ
る
。

三
朝
北
胴
体
重
足
一
回
紹
一
興
元
年
正
月
十
一
日
線
、
及
び
岡
寄
↑
四
同
年

四
月
録
。
曹
成
・
馬
友
共
に
河
北
自
身
の
著
明
な
軍
践
で
あ
る
。

脆
の
事
は
周
藤
吉
之
氏
も
「
南
朱
に
於
け
る
屯
同
・
替
田
宮
荘
一

ω
極
餐
」

に
於
い
て
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

2 s 4 5 

直

・

鎮

撫

使

の

消

滅

6 

貸
際
に
は
政
府
が
補
給
を
計
蜜
し
、
叉
多
少
の
鎗
糧
を
送
付
し
た
場
合

も
あ
る
が
ハ
越
立
・
程
稼
・
蜜
先
・
王
彦
・
解
潜
等
の
鷲
帥
）
、
そ
れ

等
は
む
し
る
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
原
則
的
に
は
補
給
中
止
で
あ

り
、
叉
貸
際
の
補
給
量
も
鎮
撫
使

ω
必
需
績
か
ら
云
え
ば
丸
牛
の
一
毛

で
あ
っ
た
。

南
宋
安
撫
使
の
意
義
そ
の
他
に
つ
い

τは
‘
稿
を
改
め
て
倫
ず
る
乙
と

と
し
本
稿
に
て
は
割
愛
す
る
。

要
録
に
も
見
え
る
が
、
些
か
不
車
骨
・
な
点
も
あ
る
の
で
脆
所
で
は
舎
喪
v
h

zっ
た
。

曾
我
部
静
雄
氏
蓉
「
朱
代
財
政
史
」
四
七
頁

l
四
八
頁
。

問
書
・
二
四
八
頁
｜
一
一
五
二
頁
。

同
寄
・
四
八
頁
。

繋
年
一
晋
縁
切
紹
興
一
一
年
十
一
月
己
巳
保
。

7 8 12 11 10 9 

創
置
後
白
諸
鎮
が
僅
か
数
箇
月
乃
至
五
箇
年
D
短
年
月
で
殆
ん
E
消
誠
し
、
そ
の
消
滅
過
程
に
時
間
的
な
三
つ
の
群
別
を
有
す
る
事
は
既
に



第
一
章
に
於
い
て
示
し
た
所
で
あ
る
。
唐
代
藩
鎮
の
復
活
と
し

τ
一
都
世
襲
さ
え
認
め
ら
れ
、
且
つ
根
帯
自
身
も
封
内
定
着
。
線
に
滑
っ
て
活

躍
を
示
し
た
鋸
撫
使
が
何
故
に
か
く
も
早
く
消
滅
す
る
事
と
な
っ
た
D
か
。
と
白
鞘
を
遁
究
す
る
の
が
本
章
。
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
4
J

三
時
期
に
於
け
る
消
滅
蹴
況
を
詔
一
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
便
宜
上
三
期
を
夫
々

A
・
B
－
C

と
す
る
。

先
－
ヂ
A
期
A

偶蹄……問時一一向
t
）

5hvて
消
滅
賦
態
を
表
示
す
れ
ば
K
表
白
如
く
で
あ
る
。
備
此
所
に
論
じ
て
い
る
の
は
鎮
の
消
滅
で
あ
っ

τ

目
－

鎮
帥
個
人
D
消
滅
で
は
怠
く
縫
っ
て
嚢
中
記
載
の
鎖
帥
の
消
滅
は
そ
れ
が
同
時
に
鎮
の
滑
誠
で
も
あ
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ

る
（
剛
旬
、
）
。
衰
中
八
鋸
D
う
ち
一

緯
東
は
六
鎮
で
金
銀
に
及
び
、
湖

北
路
・
京
西
路
は
各
一
鎮
で
あ
る
。

即
ち
准
東
は
金
鎮
が
と
の
期
間
巴

消
滅
し
た
D
で
あ
る
。
消
滅
の
事

霊

A期諮鎮消滅表

路 東 君主 路分

岳 主 越 李 使

彦 者

飛 林 立 先 名

一
棄 政 職 験

？誠事情宵鎮
南
奔 任 宛 死

一
張柿 新
俊武
l乙右 承

隷翻 州 職

後溺す続箪制

名
立

路北湖！路北西京路東理主 2路:..: 

種 高喜 郭劉 使

昌 長 仲 者

寓 寧 威網 名

一
改 奔

6青決島 議鍍奔商
常減

僑
事情

任 F耳

湖 II 新
西安撫 中

勝軍 職
者昆

名

情
は
鞍
弼
或
は
葉
銀
・
叛
去
噂
に

よ
る
自
然
的
な
も
の
が
五
錦
、
明

か
に
政
府
白
意
固
に
よ
る
も
の
が

一
ニ
鎮
で
既
wい
と
の
頃
よ
り
政
府
の
慶
鋸
方
針
が
芽
を
出
し
て
治
り
、
自
然
的
友
情
誠
も
政
府
が
そ
れ
を
紋
任
し
た
所
に
や
は
り
鹿
鎮
方
針
の
消

極
的
な
現
れ
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。
腰
鎮
後
に
於
け
る
鎖
帥
の
鹿
蛍
と
し
て
は
そ
の
ま
h
知
州
に
格
下
げ
と
な
っ
た
例
も
あ
る
が
、
叉
紳

凶
帥
岨
・

a

武
軍
持
や
帥
臣
と
し
て
再
建
途
上
に
あ
る
甫
宋
の
新
国
軍
機
構
或
は
新
行
政
機
構
の
中
に
吸
牧
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
鋸
帥
麿
下
も
大
瞳
園
軍
に

牧
容
せ
ら
れ
た
と
見
℃
よ
い
が
、
中
に
は
盗
と
怠
ihw
或
は
他
白
生
業
広
一
収
容
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
（
畿
切
。

き

と
D

期
（
欄
醐
…
一
語
l
）
に
於
げ
る
諸
一
棋
の
消
滅
磐
田
を
示
す
と
L
衰
の
如
く
で
あ
る
。
と
D
期
聞
に
は
准
西
金
三
鎮
、
湖
北
一
銀
、
京
商

帯

血

ホ

鎮

撫

使

考

八
五

， ． 

一’



甫

宋

一

鎮

撫

使

考

表
L 

B期槍鎮消滅表

路北湖 路 商 君主 分路

際 孔 胡 越 使
彦 舜 者

貌 舟 －砂 霧 名

政 奔 政 康

華積僑劉l
任 JI 任 官

江沿 首麹長 改

安撫
安撫使 任

使
職

名

分賂商店炎路南西京 路北西京

萱 拳 牛覆 侠

者

先 横 皐涼 名

奔鎮棄商 鎮業南 奔鎮要南量 奔棄鎮青 事情消滅

奔

一岳締

す許路

岳紳江
改飛茸E 飛軍耳東路

に後 1: 後寧 佳隷軍 隷兵

す制統 す統馬
職

制鈴
轄 .fi 俊

八
六

北
路
金
二
錦
、
京
酉
甫
路
一
錦
、

陵
商
一
鋸
計
八
鎮
が
消
滅
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
自
然
的
消
滅
五
鋸

政
府
鹿
鎮
一
一
一
鎮
で
あ
る
が
、
大
瞳

准
西
・
湖
北
は
政
府
の
意
圃
に
よ

り
、
京
西
路
は
金
の
盛
力
舵
よ
り

消
減
し
た
と
見

τよ
い
。
勿
論
摘

繊
を
放
任
し
た
以
上
、
た
と
え
そ

の
肱
任
が
止
む
を
得
な
い
事
情
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
や
は
り
鎮
撫
使
を
引
額
き
存
績
せ
し
め
る
熱
意
が
政
府
に
・
な
か
っ
た
事
は
疑

い
な
い
。
廃
鋸
後
の
－
鎮
帥
・
鋸
兵
D
鹿
置
も
A
期
の
場
合
と
犬
撞
同
巴
・
で
あ
っ
た
。
即
ち
縮
計
十
八
鎮
D
中、

A
－
B
雨
期
に
於
い
て
大
部
分

の
十
六
艇
が
泊
誠
し
去
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

C
期
ハ
紹
奥
五
年
）
稽
鎮
消
滅
表

B
期
を
艦
て
柑
硯
存
し
た
鋸
は
僅
か
に
戎
衰
の
ご
鋸
で
あ
っ
た
。
雨
者
一
は
共
に
入
萄
の
門
戸
を
挺
す
る
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
（
臥
競
脚
）
。

然
も
そ
の
補
給
を
品
。
四
川
か
ら
麗
々
仰
い
で
お
り
、
此
白
雨
鎮
の
み
が
特
例
的
に

路北湖！賂北西京 路分

一 一解 王 使

者

持幸 彦 ,ti 

政 政
常減

事
佳 任 情

主
管 改

軍馬
径

司
F語＼、 職
事

名

長
績
し
た
主
た
る
理
由
は
と
う
し
た
四
川
と
の
密
接
な
関
係
に
在
つ
－
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
四
川
地
域
の
問
題
は
別
稿
に
再
考
す
る
と
と
と
す
る
a

C
期
の
用

者
は
共
に
改
任
で
あ
り
、
政
府
の
意
固
に
従
っ
た
も
D
で
、
廃
鎮
後
は
鎮
帥
・
部
品
掠

共
に
中
央
軍
に
編
入
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
紹
興
五
年
を
以
て
金
銭
撫
使
悉
く
檎
説
し

た
b
け
で
あ
る
。



以
上

A． 
B 

－

C

三
期
b
L
逼
じ
て
云
え
る
事
は
也

ω
鎮
撫
使
の
設
置
、

即
ち
分
鎮
指
揮
が
政
府
自
ら
の
打
出
し
た
方
針
に
基
き

乍
ら
‘
そ
の
鹿
鎖
も
亦
同
巴
政
府
の
手
に
よ
っ
て
積
極
・
消
極
南
側
面
よ
り
行
わ
れ
、
政
府
と
し
て
鋸
撫
使
列
置
を
賓
施
し
乍
ら
そ
の
存
績
の

意
志
を
も
た
－
な
か
っ
た
事
。

ω鎮
の
消
誠
が
三
期
に
む
た
り
漸
次
法
案
よ
り
治
西
・
京
西
・
湖
北
rh
及
ん
で
い
る
事
（
畑
一
恥
醐
一
間
一
間
…
崎
山
中
川
一

鰐
給
）
♂
震
後
の
鋸
帥
は
或
は
新
行
政
機
構
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
或
は
正
規
寧
の
指
揮
官
に
編
入
せ
ら
れ
て
そ
D
部
を
引
鰻
き
統
べ

て
い
る
事
の
三
賠
で
あ
る
。
以
上
の
一
ニ
貼
を
基
礎
と
し

τ、
次
巴
諸
鋸
消
滅
の
由
因
を
考
究
す
る
。
先
守
政
府
応
諾
鋸
D
永
久
的
存
置
の
意
志

が
喝
な
か
っ
た
事
、
と
れ
が
諸
鋸
消
滅
の
基
本
的
な
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
諸
鎮
設
置
白
初
め
か
ら
決
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
藩
鎮

の
復
置
に
外
な
ら
ぬ
鎮
撫
使
が
強
大
佑
し
た
後
は
反
中
央
的
と
な
る
危
険
を
充
分
知
り
乍
ら
備
且
つ
政
府
が
敢
て
此
れ
を
設
置
七
た
U
は
、
銀

撫
使
の
危
極
性
を
も
闘
・
ヂ
比
れ
を
設
置
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
更
に
大
き
な
目
前
D
危
険
が
あ
っ
て
、
此
の
危
険
を
防
ぐ
矯
め
に
は
鎮
撫
使
設
濯

の
危
険
も
敢
て
胃
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
金
及
び
群
盗
勢
カ
に
濁
し
て
政
府
の
賓
カ
が
徐
り
に
も
弱
き
に
過
ぎ
た
結
呆
、

鎮
撫
使
を
以
て
此
れ
を
制
せ
し
め
ん
と
し
た
D
が
そ
の
設
置
D
動
機
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
の
賓
力
が
徴
弱
な
る
限
り
敢
て
此
れ
を

底
止
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
政
府
が
強
力
化
す
れ
ば
毛
れ
自
糧
危
険
な
鎮
撫
使
は
早
く
慶
し
て
危
険
の
芽
を
早
期
に
摘
み
と
る
可
き
で
彰

る
。
前
章
に
趨
ペ
た
如
く
、
諸
鎮
は
多
か
れ
少
か
れ
政
府
分
鎖
。
目
的
に
沿
っ
て
活
圏
し
、
微
弱
な
一
政
府
を
脅
か
し
て
い
た
金
寧
＠
諸
盗
の
蕩

平
に
効
果
を
拳
げ
そ
の
聞
に
政
府
の
賓
カ
ほ
飛
蝿
的
に
伸
展
し
、
金
軍
や
諸
盗
に
謝
し
て
自
信
を
抱
き
、
更
に
は
諸
鋲
に
謝
し
て
さ
え
も
充
分

威
鹿
股
牧
を
な
し
得
る
語
巴
成
長
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
鎮
撫
使
の
存
在
意
義
が
低
減
消
失
し
て
行
っ
た
事
は
云
う
遣
も
な
い
。
か
く
て
鎮

撫
使
の
底
止
方
針
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
慶
止
方
針
が
設
鐙
後
幾
何
も
な
く
打
立
て
ら
れ
－
W
と
と
は
南
宋
の
復
興
が
早
か
ヲ
た
こ
と
を

示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
4

ん
も
た
と
え
南
宋
の
復
興
が
早
く
と
も
諸
鎮
の
勢
力
撒
大
も
並
行
し
て
早
か
っ
た
と
す
れ
ば
鹿
鎮
は
容
易
で
な
か
。

た
筈
で
あ
る
が
、
賓
際
は
政
府
の
改
腰
命
令
を
肯
ん
じ
・
な
か
っ
た
例
は
な
く
、
大
低
命
令
。
偉
巴
新
地
位
に
轄
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
要
す
る
巳

政
府
の
賞
カ
伸
張
に
比
し
て
諸
鋸
の
強
化
が
遅
々
と
し
て
い
た
矯
め
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
荒
鹿
白
地
を
封
領
と
し
て
外
は
金
軍
を
防
宮
内
は

商

宋

鎮

撫

俊

考

八
七



南

宋

鎮

撫

使

考

,l¥. 
A 

他
。
諸
賊
を
討
た
ね
ば
－
な
ら
な
か
っ
た
諸
鋸
が
そ
の
茸
カ
の
伸
張
に
充
分
。
成
果
を
あ
げ
得
・
な
か
っ
た
D
は
蛍
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
鎮
撫
使
は

栄
朝
再
興
過
程
の
一
時
的
方
便
と
し
て
設
置
せ
ら
れ
た
も
の
で
初
め
か
ら
比
れ
を
永
観
ず
る
意
志
は
政
府
に
な
く
、
上
っ
て
鎮
撫
使
の
藩
垣
的

利
用
に
よ
り
復
興
が
念
速
に
伸
展
し
て
そ
の
存
在
意
義
が
薄
ら
ぐ
や
、
彼
等
の
強
化
に
先
立
っ
て
此
れ
を
漸
弐
改
慶
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

消
滅
の
時
期
が
三
つ
の
群
別
を
以
て
段
階
的
に
分
れ
、
段
階
を
迫
う
て
南
宋
の
中
心
部
よ
り
還
き
に
及
ん
で
い
る
の
は
南
宋
の
復
興
充
賓
に

よ
る
支
臨
闘
の
描
大
過
程
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
ハ
A
）
期
に
消
滅
し
た
の
は
港
東
路
の
諸
鎮
で
あ
る
が
、
此
れ
ら
の
諸
鎮
鹿
止
が
宋
朝
樺
カ
の

復
興
と
表
裏
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
宋
朝
の
新
統
治
組
織
の
要
職
と
し
て
置
か
れ
た
漸
西
安
撫
大
司
の
使
帥
た
る
劉
光
世
の
勢

カ
を
眺
め
る
時
、
明
確
に
零
取
せ
ら
れ
る
。
彼
は
治
江
三
大
帥
中
た
ど
一
入
の
武
将
出
身
者
と
し
て
分
鎮
営
時
よ
り
鎮
江
府
に
屯
駐
し
、
建
炎
四

年
嘗
時
、
他
に
比
し
て
懸
絶
す
る
賓
カ
を
有
し
て
大
帥
D
名
を
重
か
ら
し
め
て
い
た
。
と
の
劉
光
世
の
存
在
が
、
政
府
を
し
て
先
や
治
東
諸
鎮
の

消
滅
を
放
任
し
慶
鎮
へ
の
詮
を
歩
ま
せ
た
最
犬
の
理
由
で
あ
O
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
劉
光
世
に
依
っ
て
代
表
せ
ら
れ
た
南
宋
朝
の
勢
力
が

地
域
的
に
最
も
近
い
港
東
方
面
に
先
や
浸
透
し
麿
鎮
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
治
東
に
鎮
撫
使
亡
き
後
、
弐
表

M
に
示
す
如
く
劉
光
世
を
し

τ

表
1¥1 

併
ぜ
て
浩
南
宣
撫
を
兼
領
せ
し
め
鎮
撫
使
地
域
を
接
牧
せ
し
め
て
い
る
の
は
、
港
東
O
慶
鎮
が
政
府
の
賓
カ
充
足
に
よ
っ
た
も
D
で
あ
る
と
と

を
品
駄
々
確
認
せ
し
め
る
も
の
と
云
え
る
。
街
他

沿
江
三
大
帥
准
南
宣
撫
兼
任
表

ー

l
l
d」
吋

叶

斗

一

兼

任

時

期

江
東
安
撫
大
使
兼
宣
撫
准
南
一
呂
顕
治
一
等
春
府
・
漁
・
慮
・
和
州
・
無
銭
軍
一

一

一

一

紹

興

一

万

年

江
西
安
撫
大
使
兼
宣
撫
准
南
一
朱
勝
非
一
徳
安
府
＠
傍
・
祈
・
光
州
・
漢
陽
軍
一

一

一

一

五

月

丁

酉

斯
西
安
撫
大
使
兼
宣
撫
推
薦
一
劉
光
世
一
民
・
揚
・
沼
・
泰
・
楚
州
・
滋
水
軍
一

職

宣
撫
使
管
轄
府
州
軍
名

の
二
帥
も
同
む
く
「
愈
宣
撫
」
の
名
を
帯
し
て

い
る
が
、
貸
カ
は
到
底
劉
光
世
に
及
ぼ
歩
、
更

に
そ
の
宣
撫
匿
域
の
諸
鎮
は
未
だ
現
存
し
て
い

る
の
で
あ
ヲ
て
劉
光
世
の
場
合
と
は
事
情
を
大

い
に
異
記
し
て
い
る
が
、
思
う
に
此
れ
は
劉
光

世
を
例
と
し
て
今
後
政
府
の
諸
鎮
に
劃
す
る
方
針
乞
彼
等
に
も
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
。
・
攻
に
進
ん
で

B
期
に
な



る
と
政
府
の
賓
力
は
そ
の
直
轄
軍
、
即
ち
紳
武
寧
に
編
成
せ
ら
れ
た
各
武
将
D
念
速
な
勢
カ
膨
脹
D
形
を
以
て
益
品
川
一
揖
大
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

強
大
な
る
武
力
を
握
る
武
将
謹
は
招
興
三
年
九
月
に
去
る
と
N
表
に
示
す
如
き
贋
大
な
範
園
を
鎮
護
す
る
新
配
備
に
つ
き
、
そ
の
管
域
内
に
従

前
の
鎮
撫
使
地
匿
を
包
容
し
た
。
そ
の
屯
駐
地
を
す
べ

τ長
江
の
南
岸
に
た
き
つ
つ
、
そ
と
を
根
強
と
し
て
江
北
諸
鎮
を
も
所
管
と
し
て
い
る

表
N 

宣撫使・制置使配置表（紹興三年九日乙丑）

制 11ltl 宣宣 職

置霞撫撫

使使使使 名

岳王韓容j 使

1!t 光 者

飛嘆息 t立 名

江西 荊南 建康 江東

路府 ． 路． ・鎮 ． 管
告予岳江准． ・府西
斬都・ 路

州 海・ 准東

． 路．鼎． 
f盛． 
費
1H ． 域
漢

軍陽

江郡鎮池 屯

江 駐

州州府州 地
，、

二一四四 紹兵
興

高言高
年

一一
十

千千高高
一力
月
） 

の
は
南
宋
の
新
経
国
方
針
が
漸

く
現
れ
治
水
以
南
の
会
中
園
を

一
括
し
て
統
轄
し
て
行
く
障
制

を
打
出
す
に
至
っ
た
と
と
を
一
示

す
。
こ
う
し
て
瞳
制
の
完
備
し

た
紹
興
三
年
に
一

B
期
諸
鎮
D

改
康
が
あ
り
、
か
く
て
殆
ん
と

金
鎮
撫
使
が
泊
誠
し
去
っ
た
こ
と
は
、
確
か
に
雨
者
の
聞
に
表
裏
一
髄
の
闘
係
が
あ
っ
た
世
帯
を
察
知
せ
し
め
る
に
足
る
。
要
す
る
巴
諸
鎮
消
滅

の
時
間
的
・
地
域
的
三
群
別
は
、
政
府
樺
カ
の
逐
次
的
護
展
伸
張
に
よ
る
諸
鎮
存
在
意
義
の
逐
抗
的
消
滅
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
政
府
擢

カ
は
所
制
阿
武
将
建
に
代
表
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
鎮
撫
使
が
南
宋
の
新
機
構
巳
吸
牧
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
先
に
輔
れ
た
が
、
此
れ
を

吸
牧
し
た
も
り
を
具
瞳
的
に
云
え
ば
閤
家
の
構
成
要
棄
を
な
す
武
将
勢
カ
で
あ
り
・
此
所
に
慶
鎮
が
武
将
勢
カ
の
増
強
を
促
進
す
る
と
云
う
闘

係
を
生
じ
て
い
た
。
三
朝
北
盟
舎
編
か
四
紹
興
元
年
八
月
八
日
の
僚
に

（
鮒
時
酬
）
張
問
川
在
分
寧
一
聯
冷
－
家
書
室
飛
招
安
o
張
俊
在
瑞
昌
親
棟
英
国
阜
五
寓
。
強
聖
書
之
。
老
弱
者
一
放
逐
便
令
・
去
o
有
投
曹
成
者
。

有
授
岳
飛
者
。
有
投
韓
世
忠
者
。
有
自
皆
生
者
。
云
云
。

と
あ
る
は
鎮
撃
の
都
芸
張
俊
・
岳
飛
・
韓
世
忠
（
験
問
匂
）
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
武
宮
勢
力
量
枯
し
て
い
た
と
と
を
一
歪
句
集
宮

商

宋

鎮

撫

使

考

7¥ 
:h, 



南

米

鎮

撫

俊

一

考
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南
宋
政
府
の
建
設
が
緒
に
就
く
患
の
い
わ
ば
宋
室
の
危
機
を
救
う
過
渡
的
使
命
を
以
て
設
置
せ
ら
れ
、
金
軍
防
禦
・
諸
盗
招
定
の
伎
を
つ
と
b

つ
L
宋
・
室
の
復
興
に
時
を
奥
ぇ
、
か
く
て
強
佑
し
た
宋
朝
巴
よ
っ
て
再
び
抹
消
せ
ら
れ
た
。
所
が
宋
朝
の
強
佑
は
武
将
勢
力
の
護
展
を
中
心

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
此
白
武
将
勢
力
は
更
に
抹
消
後
の
諸
鎮
の
部
衆
を
吸
牧
じ
て
一
・
段
と
強
化
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
武
将
の
立
場
に
立
っ

て
見
れ
ば
比
の
南
宋
鎮
撫
使
制
度
は
直
接
間
接
に
此
等
武
将
勢
カ
培
養
の
素
地
を
－
な
し
た
も
の
で
－
あ
る
と
も
云
え
る
。
此
等
武
将
が
や
が
て
宜
－

操
使
と
し
て
針
金
抗
争
に
活
躍
し
南
宋
史
上
の
花
形
と
な
っ
て
種
々
の
問
題
を
惹
起
し
た
事
は
著
名
の
事
賓
で
、
此
所
に
蝶
々
す
る
迄
も
な
い

る
。
備
武
将
宣
撫
使
rh
つ
い
て
は
後
日
引
績
い
て
論
究
す
る
議
定
で
あ
る
。

が
‘
比
D
武
持
勢
力
の
護
展
に
鎮
撫
使
が
先
行
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
は
鎮
撫
使
の
有
つ
歴
史
的
意
義
の
重
要
注
一
面
と
一
冨
う
可
き
で
あ

註
1

後
継
者
に
使
職
を
譲
っ
た
鎖
的
は
「
不
赴
鎮
」
の
コ
一
帥
を
例
外
と
し
て

十
帥
を
数
え
（
町
一
一
隅
）
そ
の
ま
台
芸
占
め
る
七
帥
は
死
亡
し
て
い
る
o

神
武
箪
－
K
は
建
炎
四
年
六
月
戊
寅
主
り
紹
興
五
年
＋
こ
月
庚
子
迄
の
閣

に
名
を
存
し
た
政
府
直
轄
寧
の
呼
稀
で
あ
る
。

三
朝
北
盟
会
繍
一
首

桑
仲
十
余
閣
の
衆
の
う
ち
、
貸
際
に
そ
の
後
継
者
た
る
李
横
に
務
い
ら

れ
て
紳
武
寧
に
編
入
せ
ら
れ
た
の
は
多
《
見
て
も
一
高
に
過
ぎ
な
い
か

2 s 4 

結

語

6 

ら
、
一
部
は
再
び
盗
と
な
っ
た
と
し
て
も
他
の
大
部
分
。
連
中
は
現
地

に
あ
っ
て
何
等
か
の
企
業
に
従
事
し
た
も
の
と
見
て
よ
く
、
と
れ
は
推

東
の
誇
鎮
に
つ
い
て
も
同
様
と
思
わ
れ
る
o
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

酔
仙
の
地
直
が
早
期
に
駿
鎮
せ
ら
れ
た
理
由
は
不
詳
で
あ
る
が
、
思
う
に

分
鎮
地
区
の
う
ち
ζ

の
直
の
み
が
揚
子
江
以
南
に
あ
り
む
し
ろ
例
外
的

で
あ
っ
た
か
ら
そ
れ
を
是
正
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
う
。

K
－
L
表
改
任
職
名
の
項
参
照
。

6 

金
人
の
渡
江
南
債
と
そ
れ
舵
乗
じ
て
蜂
起
し
た
無
数
の
群
盗
の
横
行
股
属
．
と
れ
が
建
炎
四
年
、
南
宋
政
府
を
し
て
鎮
撫
使
制
度
を
採
用
せ

し
め
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
本
制
度
は
そ
の
惑
横
蹴
属
を
以
て
知
ら
れ
た
嘗
て
O
藩
鎮
制
度
の
復
活
で
、
強
幹
腸
技
を
組
法
と
し
た
宋
朝

の
再
建
に
賞
り
か
か
る
地
方
分
権
的
制
度
を
敢
て
採
用
し
た
D
は
、
未
だ
雨
前
地
区
に
よ
る
徴
弱
な
一
地
方
勢
カ
に
過
ぎ
守
し
て
如
上
白
深
刻
一



在
危
機
に
封
し
自
ら
此
れ
を
打
開
し
得
る
賓
カ
を
有
た
な
か
っ
た
宋
政
府
と
し

τ己
む
を
得
な
か
っ
た
前
と
云
う
ぺ
く
、
己
に
形
成
せ
ら
れ
タ

つ
あ
っ
た
現
賓
の
割
蟻
勢
カ
を
を
の
ま
ま
合
法
佑
し
て
利
用
し
吸
収
せ
ん
と
圃
っ
た
一
時
的
便
法
で
あ
り
、
自
力
の
幌
復
を
得
る
迄
の
経
過
的

鹿
賀
た
る
意
聞
の
下
に
治
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
或
は
重
権
を
付
し
、
或
は
世
襲
を
語
い
一
定
。
管
匿
を
蚕
托
し
て
江
北
沿
謹
の
地
を
分
守
せ

し
め
ん
と
す
る
本
制
度
は
、
割
撮
勢
力
と
し
て
生
長
し
つ
つ
あ
っ
た
漣
中
白
側
で
も
新
に
朝
廷
承
認
の
合
法
的
勢
カ
と
し
て
安
定
乞
得
る
と
共

に
更
に
一
段
と
勢
力
を
飛
躍
せ
し
b
る
絶
好
の
地
位
と
し
℃
胎
れ
を
歓
迎
し
た
。
彼
等
は
新
に
園
家
D
重
鎮
と
し
て
管
内
民
土
の
安
輯
や
外
遊

防
禦
に
奔
走
し
、
而
も
内
外
の
臨
接
に
逐
わ
れ
て
未
だ
反
中
央
勢
力
に
塩
成
長
す
る
裕
り
は
な
く
J

結
泉
的
に
見
℃
政
府
の
意
園
通
り
の
一
大

藩
塩
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
。
か
く
て
藩
垣
的
活
動
の
下
に
政
府
は
急
速
巴
そ
の
賓
カ
を
宏
賓
せ
し
め
る
を
得
、
政
府
の
賓
カ
ポ
・
伸
展
し
た

時
、
諸
鎮
D
領
内
安
輯
は
漸
く
緒
に
就
い
て
治
安
大
い
に
整
い
、
金
の
侵
入
亦
力
を
弱
め
．
，
最
早
鎮
撫
使
在
置
の
意
義
は
殆
ん

ε消
失
し

τい

た
。
と
と
に
将
来
の
危
険
性
を
莱
む
鎮
撫
使
が
慶
止
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
此
の
間
に
宋
朝
の
賓
カ
充
足
の
接
心
と
し
て
成
長
し
て
来
た
張

－
韓
・
岳
・
劉
等
白
所
詞
武
将
勢
力
が
代
っ
て
内
外
防
循
の
花
形
と
な
っ
た
。
割
蟻
勢
力
を
泳
認
し
て
利
用
せ
ん
と
し
た
鎮
撫
使
制
度
は
．
金

の
底
力
下
に
於
け
る
甫
宋
の
闘
家
形
成
に
多
大
な
効
果
を
拳
げ
つ
つ
漸
衣
そ
の
姿
を
消
し
、
・
択
の
武
将
宣
撫
使
瞳
制
巴
移
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ

っ
て
、
た
と
え
側
々
白
規
模
は
小
さ
く
、
叉
そ
の
．
存
在
期
間
も
短
恥
か
っ
た
と
は
云
ぇ
、
鎮
撫
使
の
南
栄
建
園
史
上
に
於
け
る
役
割
は
決
し
℃

見
越
し
得
ぬ
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヘ
本
稿
は
逐
一
白
野
関
三
郎
先
生
の
御
指
導
、
御
叱
正
を
頂
い
て
J

f
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
乙
与
に
深
〈
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
、

南

朱

鎮

撫

使

考

九
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On t:he Chen-fu-shih fi~-M! oF Sout:.her~ Sung 

by M; Yamauchi 

In order to solve the two· great problems, namely the •invasion of the 
Ch'in ~ troops and the risi.ng of the armed mobs; Southern Su_ng enfor• 
ced the system of the chen-fu-shih. This was a transitional policy for 
Southern Sung to evolve from a weak local power to the great state. 
The system of the chen-fu-shih was established in the region between 
Y ang-tzu-chiang' ~=f-rL and Huai-ho itffl in May of the 4 th year . of 
Chien-yen Jl~ .. The independent local powers in that region were reco.!{~ 
nized as "Chen-fu-shih" and received as their territory the lands which 
they had occupated. They obtained all sovereign~y of their territories, 
became the constituent elements of the state organisation and had the 
duty to defend the Ch'in troops· and to suppress the armed mobs. While 
the chen-fu-shihs were en.~aged in defending the Qh'z'ng troops,· Sung 
controlled entirely the region in the south of Yang-tzu~chiang and streng- · 
thened its own- power. Sung abolished so hastely this system, and the 
region of cken-fu-shik into direct administration (the 3rd year of the Shao- _ 
king ;ffl~ : A. D. 1iss), that _the ck,im-fu-skik failed to organize the anti­
Sung power. As the soldiers of those abolished cken-fu-skihs were largely 
put into the government . troops of Sung, the power of the generals of · 
suan-fu-shik -1ltrlft was increased and these generals played the great 
part in the history of Sung since the 3rd year of the Shao-king. 
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